
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ム
サ
ッ
〃
’

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
黎
朝
初
期
の
南
策
勢
力
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八

尾

隆

生

〔
要
約
】
　
十
世
紀
の
独
立
心
よ
り
、
紅
河
デ
ル
タ
東
縁
の
南
策
（
冊
）
地
方
は
貿
易
港
雲
屯
と
京
師
を
結
ぶ
水
運
や
、
陳
朝
菜
の
大
規
模
な
農
地
拡
大
型
に

よ
る
経
済
的
基
盤
に
よ
り
、
一
大
勢
力
を
築
い
て
い
た
。
陳
朝
を
纂
補
し
た
胡
朝
の
諸
政
策
に
反
抗
し
た
同
勢
力
は
、
一
旦
は
明
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
侵
略
に

協
力
す
る
が
、
明
が
塩
や
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
珍
宝
の
収
奮
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
今
度
は
明
に
対
し
て
反
抗
を
繰
り
返
す
事
と
な
っ
た
。
し
か
し
玉
酒
に

よ
る
独
立
闘
争
へ
の
参
加
が
遅
れ
た
為
に
、
黎
朝
政
権
に
同
勢
力
が
参
画
す
る
に
は
多
大
な
困
難
を
伴
っ
た
。
軍
事
両
で
は
帝
と
同
じ
清
化
壌
身
者
（
強
化

集
団
）
が
要
職
を
占
め
た
為
、
必
然
的
に
文
臣
へ
の
み
ち
を
進
む
事
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
科
挙
は
同
勢
力
に
と
っ
て
唯
一
の
栄
達
の
足
が
か
り
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
科
挙
も
清
化
集
団
に
よ
っ
て
牛
耳
ら
れ
、
な
か
な
か
軌
道
に
乗
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
黎
宜
民
に
よ
る
文
官
ポ
ス
ト
の
増
加
と
、
聖
宗
の
科
挙

確
立
に
よ
り
、
同
勢
力
は
よ
う
や
く
文
中
の
一
翼
を
担
い
、
活
躍
の
場
を
与
え
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
史
林
七
二
巻
言
写
　
【
九
八
九
年
【
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ソ
ホ
ア

前
稿
で
筆
者
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
黎
朝
（
一
四
二
八
一
一
七
八
九
）
の
官
僚
制
度
の
確
立
過
程
を
分
析
七
、
そ
の
う
ち
武
班
を
担
っ
た
臭
化
集
団
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ム
サ
ツ
ク
②

い
て
考
察
を
行
な
っ
た
。
本
稿
で
は
次
に
文
墨
を
担
っ
た
諸
勢
力
の
う
ち
、
特
に
顕
著
な
活
動
を
示
し
、
か
つ
古
く
か
ら
の
歴
史
を
も
つ
南
策

（
冊
・
柵
）
地
方
の
勢
力
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
い
た
い
。

　
先
行
研
究
者
の
一
人
、
」
－
K
－
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
氏
は
、
鼎
立
の
建
国
者
太
祖
二
皮
が
抗
明
戦
で
率
い
た
軍
の
中
に
、
自
ら
と
同
じ
清
化
地

方
出
身
者
が
多
数
存
在
し
て
い
た
事
か
ら
、
こ
の
集
団
を
「
清
化
集
団
」
と
名
付
け
た
。
そ
し
て
主
と
し
て
武
人
的
な
こ
の
集
団
が
政
権
の
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

要
を
握
り
、
紅
河
デ
ル
タ
の
文
人
階
級
と
政
治
的
に
抗
争
す
る
と
い
う
史
像
を
描
い
た
。
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筆
者
は
前
稿
で
氏
の
「
清
化
集
団
」
の
概
念
を
よ
り
厳
密
に
し
、
か
つ
そ
の
変
質
の
過
程
を
考
察
し
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、

氏
の
言
う
よ
う
に
デ
ル
タ
対
溝
化
と
い
う
よ
う
に
簡
単
な
図
式
化
が
で
き
る
か
、
と
い
う
事
で
あ
る
。

　
ヴ
ニ
ト
ナ
ム
は
漢
の
武
帝
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
て
以
来
、
独
立
ま
で
約
千
年
に
わ
た
っ
て
支
配
を
う
け
た
歴
史
を
持
ち
、
更
に
独
立
期
に
お

い
て
は
デ
ル
タ
内
に
さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
の
存
在
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
紅
河
デ
ル
タ
の
状
況
を
、
デ
ル
タ
勢
力
と
一
括
し
て
し
ま
う
事
に

筆
者
は
疑
問
を
感
じ
る
。
結
論
か
ら
先
に
述
べ
て
し
ま
う
と
、
清
化
優
位
の
黎
朝
初
期
の
政
局
に
あ
っ
て
、
一
人
気
を
は
い
た
の
は
デ
ル
タ
の

東
縁
の
南
策
勢
力
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
ま
ず
そ
の
地
理
的
・
経
済
的
基
盤
を
黎
朝
以
前
の
諸
王
朝
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
察
し
、
次
に
黎
朝
政

権
に
こ
の
勢
力
が
い
か
に
食
い
込
ん
で
い
っ
た
か
を
跡
づ
け
て
み
た
い
。

　
①
　
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
黎
朝
初
期
の
清
塩
集
団
に
つ
い
て
」
『
東
洋
史
研
究
』
四
六
－
四
、
　
　
　
　
定
県
、
良
（
善
）
才
県
、
錦
江
県
、
長
津
県
、
四
岐
県
、
永
頼
県
を
訂
す
。
（
六
三

　
　
一
九
八
八
（
以
下
、
前
稿
と
略
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頁
の
地
図
2
参
照
）

　
②
ナ
ム
サ
ッ
ク
嶺
9
∋
Q
D
曾
財
地
方
は
胡
朝
毎
ま
で
南
桑
（
構
）
と
記
さ
れ
、
属
明
　
　
③
タ
、
三
［
ヨ
。
話
し
・
H
（
二
§
馬
b
偽
竃
、
。
》
ミ
ミ
ミ
導
O
o
竃
噛
．
ミ
ミ
ミ
ご
叫
物
ミ
§
～
ミ

　
　
期
以
降
、
南
策
と
さ
れ
た
。
本
稿
で
も
こ
れ
に
従
う
。
な
お
、
筆
者
の
意
味
す
る
　
　
　
　
　
6
§
、
～
δ
二
、
ミ
｝
ミ
謹
”
O
o
岳
鮎
”
μ
ご
好
く
・
膨
7
U
・
O
一
蓄
。
箕
無
蓋
9
ご
一
㊤
⑦
。
。
・

　
　
南
策
地
方
と
は
、
至
霊
県
以
南
、
タ
イ
ピ
ン
河
以
東
、
及
び
以
西
の
桂
陽
県
、
嘉

隔
　
南
冊
地
方
の
経
済
基
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
中
国
か
ら
の
独
立
間
も
な
い
呉
氏
政
権
（
九
三
九
－
九
六
三
）
の
時
代
、
呉
権
の
息
急
呉
昌
笈
は
権
の
死
後
、
権
の
妃
の
兄
楊

三
訂
の
圧
迫
を
う
け
て
、
南
冊
地
方
の
茶
郷
に
あ
る
萢
令
公
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
。
こ
の
茶
郷
は
、
『
欽
定
越
史
通
鑑
綱
目
』
註
に
よ
れ
ば
、

金
城
県
に
あ
た
る
こ
と
が
考
証
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
④

　
山
本
達
郎
・
桜
井
由
躬
雄
・
K
H
テ
ー
ラ
の
諸
氏
は
、
こ
の
呉
氏
政
権
と
、
そ
の
後
の
十
二
使
斜
地
の
諸
勢
力
の
拠
点
の
位
置
比
定
を
行
な

っ
て
い
る
が
、
桜
井
氏
は
そ
の
論
の
中
で
、
デ
ル
タ
外
縁
部
に
位
置
す
る
勢
力
は
農
業
を
基
盤
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
し
た
上
で
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

南
柵
勢
力
の
基
盤
を
、
東
方
よ
り
デ
ル
タ
コ
ア
に
至
る
商
業
ル
ー
ト
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
推
定
を
よ
り
は
つ
き
り
さ
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ノ

ハノイへ

タ

装

冊

トンキン湾

イ

ビ

ン

河

地図1　南冊と雲屯　山本達郎編『ベトナム中国関係史』付地図より作成

せ
る
の
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
交
易
港
と
し
て
有
名
な
三
三
の
存
在
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
山
本
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
雲
屯
は
く
ぎ
国
弩
島
に
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
名
が

李
朝
期
に
入
っ
て
史
書
に
現
わ
れ
る
。
次
の
二
条
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
ω
　
　
（
舞
子
大
定
）
十
年
（
一
一
四
九
）
春
二
月
、
爪
畦
・
路
鋸
・
邊
選
三
国
の
商
舶
、
海
東

　
　
に
入
り
、
等
覚
販
売
を
乞
う
。
乃
ち
海
島
等
の
処
に
於
い
て
庄
を
立
て
、
雲
屯
と
名
づ
く
。

　
　
宝
貨
を
買
興
せ
し
め
、
方
物
を
上
進
せ
し
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
②
　
　
（
高
屋
貞
符
）
九
年
（
一
一
八
四
）
春
三
月
、
占
城
来
貢
す
。
邊
麺
・
三
口
斎
日
の
国
の

　
　
商
人
、
雲
華
鎮
に
入
り
て
宝
物
を
進
め
、
買
売
を
行
な
わ
ん
こ
と
を
乞
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
ω
は
『
大
越
史
記
全
書
本
紀
』
（
以
下
『
全
書
』
）
巻
二
、
②
は
同
巻
三
所
載

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
の
期
の
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
は
ず
の
な
い
爪
畦
や
逞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

灘
（
羅
）
…
の
名
が
み
え
る
事
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
山
本
・
片
倉
穣
両
残
も
疑
義
を
唱
え
ら
れ
、
特
に
片
倉
氏

は
こ
の
条
だ
け
を
も
っ
て
李
朝
の
貿
易
に
つ
い
て
述
べ
る
事
は
危
険
で
あ
る
と
さ
れ

　
　
⑨

て
い
る
。
筆
老
も
基
本
的
に
は
氏
に
同
意
す
る
。
た
だ
桜
井
氏
は
、
ω
の
記
載
は
、

亡
朝
期
の
『
全
書
』
…
巻
七
　
大
治
三
年
（
一
三
六
〇
）
冬
十
月
の
条
の
、

　
　
路
鶴
・
茶
陸
（
割
註
”
畦
音
鴉
）
・
逞
羅
等
の
国
の
商
舶
、
雲
屯
に
至
り
て
販
売
し
、
諸
≧

　
　
の
異
物
を
進
む
。

と
い
う
記
載
を
引
き
写
す
事
に
よ
っ
て
、
『
全
書
』
の
撰
者
呉
天
連
ら
が
、
ヴ
ェ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ナ
ム
の
権
威
を
高
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
考
え
を
述
べ
ら
れ
た
。
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蓋
し
卓
見
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
李
朝
期
に
雲
屯
が
貿
易
の
根
拠
地
で
あ
っ
て
南
冊
地
方
を
大
い
に
潤
し
た
事
は
疑
い
な
か
ろ
う
。
南
東
勢
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

は
、
雲
上
－
白
藤
江
i
南
冊
江
一
天
徳
江
一
京
師
（
ハ
ノ
イ
）
と
い
う
漕
運
の
ル
ー
ト
を
そ
の
存
立
基
盤
と
し
た
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
、
こ
の
貿
易
が
（
李
朝
の
）
経
済
を
支
え
、
か
つ
地
方
の
経
済
活
動
を
刺
戟
し
た
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
最
も
そ
の
恩
恵
に
浴
し
た
の
が
南
冊
勢

力
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
経
済
基
盤
に
よ
っ
て
、
南
冊
地
方
は
軍
事
面
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
李
朝
以
前
に
も
天
福
発
年
（
九
八
○
）
に
大
将
軍

に
任
じ
ら
れ
た
萢
巨
楠
（
桜
井
氏
に
よ
れ
ば
鞄
令
公
の
子
）
は
南
関
地
方
の
人
物
で
あ
り
、
宋
の
白
藤
江
方
面
か
ら
の
侵
攻
に
紺
し
て
、
当
時
の
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

早
老
黎
桓
は
こ
の
地
の
萢
氏
勢
力
の
援
助
を
求
め
る
し
が
な
か
っ
た
事
が
窺
え
る
。
桜
井
巽
は
、
早
い
時
期
か
ら
こ
の
地
に
製
法
の
勢
力
が
存

在
し
た
事
を
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
李
朝
末
期
に
各
地
に
勃
興
す
る
勢
力
の
一
つ
に
も
南
冊
勢
力
萢
氏
が
名
を
連
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

い
る
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
デ
ル
タ
コ
ア
で
政
争
が
続
い
て
い
る
間
も
、
こ
の
勢
力
は
営
々
と
力
を
蓄
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
李
朝

を
倒
し
た
美
禄
勢
力
の
陳
氏
も
ま
た
デ
ル
タ
コ
ア
の
外
縁
に
あ
た
る
ナ
ム
デ
ィ
ン
の
紅
河
下
流
域
に
位
置
し
、
漁
携
・
海
運
業
等
で
力
を
つ
け

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
三
河
下
流
域
に
本
拠
地
を
も
ち
、
か
つ
ハ
ノ
イ
に
平
し
た
陳
朝
は
、
李
朝
末
期
の
諸
勢
力
を
如
何
に
捌
御
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
問
題
に
関
し
て
は
霊
木
忍
冬
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
陳
朝
は
、
李
朝
が
実
は
豪
族
の
連
合
体
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

各
勢
力
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
婚
姻
等
を
結
ん
だ
り
、
宗
室
を
封
ず
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
上
に
い
わ
ば
陳
朝
宗
室
が
か
ぶ
さ
る
よ
う
な
形
で

統
治
を
す
す
め
た
と
の
事
で
あ
る
。

　
南
冊
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
桃
木
氏
は
こ
の
地
に
も
黒
氏
の
勢
力
が
植
え
つ
け
ら
れ
た
事
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
太
宗
の
兄
陳
柳

が
安
阜
・
安
養
・
安
生
・
安
興
・
安
邦
等
の
地
に
封
じ
ら
れ
、
そ
の
子
の
国
峻
が
万
劫
に
、
論
宗
の
報
国
鎭
が
至
霊
に
本
拠
地
を
持
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

そ
し
て
国
峻
に
率
い
ら
れ
た
こ
の
地
方
の
軍
こ
そ
が
、
第
二
回
抗
元
戦
の
主
戦
力
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
で
は
そ
の
経
済
的
基
盤
で
あ

っ
た
雲
屯
貿
易
は
、
陳
朝
期
に
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
元
三
の
注
大
淵
の
著
し
た
『
島
夷
誌
略
』
が
詳
し
い
。
そ
の
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交
趾
の
条
に
は
、
、
、

　
　
舶
人
其
の
地
に
販
が
ず
。
惟
だ
心
嚢
の
舟
の
み
断
山
に
止
り
て
上
下
し
、
其
の
官
能
に
至
る
を
得
ず
。
中
国
人
の
其
の
国
の
虚
実
を
窺
質
す
る
を
恐
る
れ
ば

　
　
な
り
。

と
あ
り
、
断
山
に
お
い
て
中
国
人
商
人
が
艶
場
に
行
け
な
い
よ
う
な
厳
格
な
統
制
が
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
断
山
こ
そ
が
、
『
安
南
志

原
』
巻
一
　
山
川
の
条
に

　
　
雲
屯
山
、
即
ち
断
山
。
雲
夜
遠
大
海
中
に
在
り
。
両
立
対
空
し
、
｝
水
中
通
す
。
木
柵
を
立
て
水
門
を
置
き
、
民
家
両
岸
に
楽
居
す
。
李
・
陳
氏
の
時
、
各

　
　
≧
の
騨
の
商
舶
多
く
此
に
聚
る
。

と
あ
る
雲
屯
に
他
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
貿
易
統
欄
の
実
態
は
果
た
し
て
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
『
全
書
』
二
七
　
大
治
六
年
（
一
三
六
三
）
六
月
の
条
に
よ
る
と
、
雲
屯
に
於

い
て
大
弓
の
密
貿
易
を
行
な
っ
て
富
を
得
、
公
主
を
迎
え
た
呉
引
な
る
者
が
い
た
。
彼
は
後
に
事
が
露
顕
し
て
没
籍
と
な
る
の
だ
が
、
雲
屯
に

お
け
る
密
貿
易
は
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
よ
う
で
、
し
ば
し
ば
禁
鯛
が
出
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
公
私
の
心
逸
貿
易
に
よ
っ
て
南
無
地
方
が

大
い
に
栄
え
、
当
朝
期
に
お
い
て
も
そ
の
経
済
基
盤
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
二
で
心
意
す
る
養
鰻
令
の
史
料
等
に
よ
る
と
、
宗
室
に
よ
る
防
戯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

堤
の
構
築
に
よ
っ
て
農
耕
地
拡
張
も
進
ん
で
お
り
、
同
地
が
一
大
勢
力
を
形
成
し
て
い
た
事
は
疑
い
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。

①
呉
氏
政
権
の
代
数
に
関
し
て
は
、
杉
本
藏
治
郎
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
杉

　
本
「
五
代
朱
初
に
於
け
る
安
南
の
土
豪
黒
灰
に
就
い
て
」
『
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
』

　
1
、
巌
面
素
、
｝
九
六
八
。

②
　
山
本
「
安
南
が
独
立
国
を
形
成
し
た
る
過
程
の
研
究
」
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀

　
要
』
～
、
｝
九
千
三
。

③
桜
井
「
十
世
紀
紅
河
デ
ル
タ
闘
発
試
論
」
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
一
七
i
四
、
一

　
九
八
○
。

④
目
ゆ
覧
。
さ
穴
‘
円
冨
．
．
ラ
〈
o
ぞ
。
い
o
a
ω
、
．
ぎ
円
曾
夢
6
撃
ε
受
≦
簿
一
茜
β

　
智
ミ
起
ミ
ミ
讐
ミ
ミ
禽
“
臥
偽
艦
§
妨
ミ
ミ
題
置
1
ど
一
⑩
Q
。
P

⑤
桜
井
前
掲
論
文
、
六
二
〇
i
六
＝
＝
頁
。

⑥
　
山
本
「
安
南
の
貿
易
港
雲
屯
」
『
東
方
学
報
・
東
京
』
九
、
～
九
三
九
。

⑦
本
稿
で
は
陳
荊
和
馬
の
校
合
本
『
大
越
史
記
全
書
』
（
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
叢

　
刊
第
四
二
・
四
四
・
四
七
輯
、
「
九
八
四
i
…
九
八
六
）
を
使
用
す
る
。

⑧
ジ
ャ
ワ
は
「
聯
合
」
と
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
「
爪
畦
」
と
記
さ
れ
る
の
は

　
も
っ
と
蒔
代
が
下
る
。
ま
た
「
遜
選
」
は
タ
イ
の
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
（
十
四
世
紀
半

　
ば
成
立
）
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
異
常
で
あ
る
。
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⑨
　
片
倉
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
李
朝
の
貿
易
に
関
す
る
一
考
察
」
『
歴
史
教
育
』
　
一
五
一

　
七
、
一
九
六
七
、
七
七
…
七
八
頁
。
た
だ
し
氏
は
李
朝
期
に
交
易
が
行
な
わ
れ
て

　
い
な
か
っ
た
と
は
述
べ
て
お
ら
れ
な
い
。

⑩
　
一
九
八
七
年
二
月
二
八
日
、
『
島
夷
誌
略
』
講
読
会
に
お
け
る
発
言
。
氏
は
ω

　
の
前
半
部
分
が
後
世
の
加
筆
で
、
後
半
部
の
雲
屯
が
設
け
ら
れ
た
事
は
事
実
だ
と

　
し
た
。

⑪
　
桜
＃
〃
「
拳
朝
儀
（
…
〇
一
〇
一
一
ニ
ニ
五
）
艦
砲
デ
ル
タ
開
拓
試
弧
酬
ー
デ
ル

　
タ
開
拓
に
お
け
る
農
学
的
適
応
の
終
末
1
」
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
一
八
－
二
、

　
一
九
八
○
、
二
九
一
一
二
九
二
頁
。

⑫
　
≦
三
富
δ
『
ρ
、
．
臼
Φ
9
雲
量
9
＝
〉
。
ε
巳
一
価
9
く
ぎ
、
、
O
o
三
2
ゼ
。
話
還

　
Ω
昌
き
。
。
①
≦
雲
、
ω
o
h
い
葺
。
ピ
く
σ
巴
≦
簿
、
旨
象
画
ミ
鶏
箕
｝
簿
§
、
ぎ

　
℃
ミ
㌦
。
ミ
ミ
9
ミ
ミ
焼
塁
、
。
巳
8
〔
＝
曙
U
p
〈
乙
P
≧
霞
『
9
壼
〉
．
ρ
護
臨
器
び

　
の
ぎ
σ
q
署
。
δ
露
α
○
雪
9
頃
斜
一
〇
◎
。
9
℃
唱
．
諮
O
占
も
。
一
．

⑬
桜
井
前
掲
論
文
、
註
三
七
。

⑭
桜
井
前
掲
論
文
、
二
九
一
i
二
九
二
頁
。
『
大
越
史
略
』
に
よ
る
と
、
建
嘉
九

　
年
（
一
二
…
九
）
ま
で
萢
氏
勢
力
が
南
冊
に
存
在
し
た
。

⑮
桃
木
「
陳
朝
期
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
政
治
体
制
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
『
東
洋
史
研

　
究
』
四
…
1
一
、
一
九
八
二
。

⑯
桃
木
前
掲
論
文
、
一
〇
〇
…
一
〇
一
頁
。

⑰
陳
剰
和
氏
は
、
史
料
に
よ
る
限
り
、
陳
朝
の
治
水
事
業
が
太
宗
（
在
位
一
二
二

　
五
－
一
二
五
九
）
時
に
集
中
し
、
そ
の
規
模
は
当
時
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
全
国
に
及
ぶ

　
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
。
陳
「
「
鼎
耳
」
小
考
」
『
盛
大
ア
ジ
ア
研
究
』
九
、
一
九

　
八
八
、
二
四
九
一
二
五
〇
頁
。
一
方
、
桜
井
氏
も
、
陳
朝
期
に
国
家
の
統
一
的
な

　
水
利
思
想
に
よ
る
紅
河
デ
ル
タ
の
改
造
（
具
体
的
に
は
火
堤
防
の
建
設
）
が
始
ま

　
つ
た
と
し
て
い
る
。
桜
井
「
ベ
ト
ナ
ム
紅
河
デ
ル
タ
の
開
拓
史
」
渡
部
忠
世
責
任

　
編
集
『
稲
の
ア
ジ
ア
史
』
2
、
小
学
館
、
一
九
八
七
、
二
七
一
一
一
一
七
二
頁
。
な

　
お
氏
は
、
最
近
「
三
朝
期
紅
河
デ
ル
タ
開
拓
試
論
」
と
題
し
て
学
会
発
表
を
行
な

　
つ
た
。
（
第
賜
○
会
東
南
ア
ジ
ア
史
学
会
研
究
大
会
、
一
九
八
八
年
一
二
月
）

ヴェトナム黎朝初期の南策勢力（八尾）

二
　
胡
氏
逼
明
の
政
策
と
南
冊
勢
力
の
対
応

建
新
三
年
（
　
四
〇
〇
）
、
陳
朝
は
清
化
出
身
の
外
戚
胡
氏
に
よ
っ
て
築
奪
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

モ
ア
氏
の
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の
拾
頭
の
要
因
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

（3）　（2）　（i）

胡
季
葎
の
拾
頭
の
過
程
に
関
し
て
も
、
既
に
ウ
ィ

陳
朝
宗
室
と
幾
重
に
も
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
い
た
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

楊
日
礼
に
対
す
る
芸
宗
の
奪
権
反
乱
に
貢
献
し
、
芸
宗
も
又
死
ぬ
ま
で
彼
を
重
用
し
た
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

陳
朝
後
半
期
か
ら
浩
発
に
な
る
チ
ャ
ン
パ
の
侵
攻
に
対
抗
し
、
功
績
を
あ
げ
た
事

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
彼
は
弗
墨
書
の
即
位
（
＝
二
七
〇
）
の
後
、

ツ
ト

一
気
に
枢
密
大
使
と
い
う
高
位
に
登
り
、
宗
室
と
の
姻
戚
関
係
を
さ
ら
に
緊
密
に
す
る
事
に
よ
っ
て
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朝
廷
内
部
及
び
軍
事
面
で
大
権
を
握
る
事
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
建
長
三
年
二
月
に
自
ら
の
外
孫
で
も
あ
る
陳
少
量
よ
り
帝
位
を
奪
い
、
胡
朝

を
た
て
る
の
だ
が
、
彼
の
専
権
は
、
胡
氏
の
権
力
拡
大
を
許
し
た
一
方
で
、
嬢
奪
の
障
害
と
も
な
っ
て
い
た
上
皇
芸
宗
の
崩
じ
た
光
泰
七
年

（
二
一
一
九
四
）
よ
り
本
格
化
し
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
胡
氏
が
登
場
し
た
時
代
は
、
桃
木
氏
が
研
究
さ
れ
た
様
に
、
壁
宿
宗
室
に
よ
る
支
配
体
制
が
、
対
モ
ン
ゴ
ル
戦
の
後
揺
ら
ぎ
、
異
姓
官
僚
層

が
多
く
進
出
し
た
時
代
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
従
っ
て
、
胡
氏
が
南
朝
的
支
配
の
矛
盾
を
克
服
し
て
新
王
朝
を
た
て
る
為
に
、
こ
れ
ら
新
興
官
僚
層

の
望
む
中
国
的
官
僚
制
圏
家
を
志
向
し
た
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
最
も
障
害
と
な
っ
た
の
が
、
紅
河
デ
ル
タ
下
流
域
や

南
冊
地
方
に
広
大
な
田
地
を
所
有
し
、
衰
え
だ
し
た
と
は
い
え
隠
然
た
る
勢
力
を
有
す
る
亡
朝
宗
室
で
あ
っ
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
、
胡
季
葎
は
二
つ
の
方
策
を
採
っ
た
。
一
つ
は
そ
の
経
済
基
盤
で
あ
る
田
庄
経
営
に
換
を
打
ち
込
む
や
り
方
、
い
ま
一
つ
は
宗

室
有
力
者
を
直
接
除
く
や
り
方
で
あ
る
。

　
前
老
に
関
し
て
は
、
『
全
書
』
巻
八
　
光
泰
十
年
（
＝
二
九
七
）
六
月
の
条
に
、

　
寵
し
て
名
田
す
る
を
限
る
。
大
王
・
長
公
主
の
田
は
限
る
無
し
。
庶
民
の
田
十
畝
に
至
る
を
以
て
多
き
者
は
便
に
従
い
て
醗
罪
を
得
る
を
許
す
。
既
職
亦
た

　
之
の
如
し
。
余
者
上
進
し
て
官
に
入
ら
し
む
。
初
め
、
宗
室
諸
家
、
毎
に
私
奴
碑
を
し
て
雲
海
の
地
に
於
い
て
堤
堰
を
築
き
容
疑
を
障
が
し
め
、
二
・
三
年

　
　
の
後
、
開
墾
成
熟
せ
ば
、
互
相
嫁
婆
し
之
に
居
ら
し
め
、
多
く
私
庄
田
土
を
立
つ
。
故
に
是
命
有
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
宗
室
の
支
配
下
に
あ
る
民
の
田
土
所
有
に
制
限
を
設
け
、
そ
れ
に
経
済
基
盤
を
持
つ
陳
朝
宗
室
に
打
撃
を
与
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
後
者
に
関
し
て
は
、
季
葎
は
上
皇
芸
皇
道
命
中
よ
り
、
種
々
の
理
由
を
つ
け
て
は
一
人
ず
つ
有
力
者
を
除
き
、
遂
に
は
皇
帝
の
廃
立
に
さ
え

も
成
功
し
た
。
だ
が
、
上
皇
存
命
中
は
、
そ
の
や
り
方
も
あ
く
ま
で
個
別
的
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
上
皇
残
後
、
大
き
く
変
化
す

る
。
光
泰
十
年
十
一
月
、
季
葎
は
、
「
遷
都
せ
ぼ
必
ず
纂
奪
の
事
有
ら
ん
」
と
い
う
宮
人
の
忠
告
を
無
視
し
、
自
ら
の
根
拠
地
清
化
大
茶
郷
の

清
化
府
（
後
疵
都
府
と
改
称
）
へ
の
遷
都
を
強
行
し
、
寸
翰
と
後
の
少
帝
を
宗
室
よ
り
切
り
離
し
、
翌
年
に
は
順
宗
を
廃
し
て
総
譜
を
立
て
、
纂

奪
の
意
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
豊
新
二
年
（
一
三
九
九
）
に
胡
残
打
倒
の
策
謀
が
宗
室
を
中
心
に
為
さ
れ
る
が
、
事
前
に
こ
れ
を
察
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ヴェトナム黎朝初期の南策勢力（八尾）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

知
し
た
季
葎
は
、
こ
の
謀
議
に
加
担
し
た
三
百
七
十
余
人
を
一
挙
に
粛
清
す
る
事
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　
宗
室
打
倒
後
の
胡
氏
の
政
策
は
、

　
ω
　
南
冊
地
方
を
含
む
デ
ル
タ
地
方
の
大
土
地
所
有
制
の
解
体

　
②
　
窟
僚
制
度
の
整
備

と
い
う
二
つ
に
重
点
が
置
か
れ
る
事
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
ω
に
関
し
て
は
、
前
述
の
限
田
例
に
続
き
、
紹
成
発
年
（
一
四
〇
一
）
に
冷
奴
法
、
翌
二
年
に
新
税
法
の
制
定
と
い
う
一
連
の
政
策
を
打
ち
出

す
。
更
に
は
『
全
書
』
巻
八
　
開
大
元
年
（
一
四
〇
三
）
二
月
の
条
に
、

　
漢
蒼
（
医
事
の
子
）
無
田
に
し
て
有
財
な
る
者
を
起
発
し
て
升
華
に
遷
し
て
居
住
せ
し
め
、
編
じ
て
軍
伍
と
為
す
。
路
予
州
県
官
、
相
地
し
之
に
居
ら
し
む
。

　
某
州
に
居
れ
ば
翔
ち
某
州
の
二
字
を
両
讐
に
刺
し
て
記
と
為
す
。
次
年
、
妻
子
を
発
し
て
後
鼻
せ
し
む
る
も
、
中
途
に
し
て
風
に
遭
い
溺
死
す
。
民
多
く
怨

　
容
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
デ
ル
タ
の
大
土
地
所
有
望
の
崩
壊
に
伴
っ
て
田
地
を
失
な
っ
た
者
や
或
い
は
新
政
策
に
反
抗
し
て
田
地
を
没
収
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
た
と
思
わ
れ
る
者
を
、
南
方
チ
ャ
ン
パ
と
の
最
前
線
で
あ
る
升
華
地
方
（
ク
ァ
ソ
ナ
ム
省
）
に
曳
綱
的
に
遣
し
、
屯
田
さ
せ
る
と
い
う
思
い
き

　
　
　
　
　
　
⑨

つ
た
手
段
を
と
り
、
結
果
と
し
て
デ
ル
タ
民
の
反
感
を
呼
ん
だ
。

　
②
に
関
し
て
は
二
二
九
七
年
に
外
任
官
制
を
定
め
た
。
『
全
書
』
の
記
載
を
信
ず
る
限
り
、
そ
れ
は
、
そ
れ
以
前
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
官
制
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

比
べ
、
最
も
整
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
、
官
僚
の
供
給
源
を
確
立
す
る
為
に
、
科
挙
法
の
整
備
に
も
着
手
し
た
。

　
陳
朝
は
初
代
の
太
宗
よ
り
科
挙
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
試
験
内
容
は
儒
学
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
又
そ
の
実
施
も
定
期
的
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
光
泰
九
年
（
一
三
九
六
）
四
月
に
定
め
ら
れ
た
科
挙
法
は
、
試
験
に
工
場
を
用
い
る
事
、
各
場
の
試
験
課
題
及
び

答
案
字
数
、
郷
試
・
会
試
・
御
試
の
三
段
階
制
を
と
る
事
な
ど
に
つ
い
て
細
か
く
規
定
し
て
お
り
、
里
長
を
し
て
「
陳
家
科
挙
の
法
、
此
に
至

　
　
　
　
　
　
⑫

り
て
始
め
て
備
う
」
と
言
わ
し
め
る
程
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
法
に
従
っ
て
聖
元
元
年
（
1
1
建
新
三
年
、
一
四
〇
〇
）
に
行
な
わ
れ
た
51 （51）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

科
挙
に
お
い
て
二
十
人
の
進
士
が
誕
生
し
、
更
に
開
大
三
年
（
一
四
〇
五
）
の
礼
部
試
で
は
蝋
挙
に
百
七
十
人
も
の
合
格
者
を
出
す
に
至
っ
た
。

　
ヴ
瓢
ト
ナ
ム
人
史
家
ミ
ン
ー
チ
ャ
イ
ン
氏
が
早
く
か
ら
評
価
し
た
様
に
、
上
記
の
湖
氏
の
政
策
に
は
進
歩
的
な
、
後
の
黎
朝
の
諸
政
策
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

本
と
な
る
よ
う
な
点
が
数
多
く
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
大
き
な
社
会
的
変
動
を
受
け
、
多
大
な
負
担
を
被
る
事
に

な
っ
た
の
は
主
と
し
て
南
冊
を
含
む
紅
河
デ
ル
タ
地
方
の
民
で
あ
っ
た
。
為
に
、
胡
属
政
権
と
デ
ル
タ
民
の
間
に
は
、
湖
氏
の
中
央
集
権
化
へ

の
意
図
と
は
反
し
て
大
き
な
溝
が
で
き
る
事
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
明
と
明
朝
と
の
関
係
悪
化
に
伴
っ
て
、
対
話
防
衛
準
備
に
お
い
て
、
民
、

特
に
雲
南
・
広
西
に
近
い
デ
ル
タ
民
を
役
使
し
た
為
に
、
こ
の
溝
は
更
に
拡
が
っ
た
事
は
間
違
い
な
い
。
開
大
三
年
に
、
対
明
戦
を
前
に
し
た

御
前
会
議
上
、
左
相
国
胡
澄
が
、
「
臣
、
戦
う
を
零
れ
ず
。
民
心
の
従
違
を
拍
る
る
の
み
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
胡
朝
自
身
が
、
こ
の
溝
の

存
在
を
素
直
に
認
め
た
幕
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
明
の
侵
略
は
翌
年
（
一
四
〇
六
）
四
月
に
始
ま
る
。
胡
朝
と
し
て
は
可
能
な
限
り
の
準
備
を
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
わ
ず
か
半
年
後
の
同
年

九
月
に
は
、
明
と
の
最
前
線
の
南
策
地
方
の
名
族
莫
氏
一
族
の
莫
遽
・
莫
遼
・
莫
遠
等
が
、
「
胡
朝
の
晴
、
志
を
得
ず
」
と
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
側

の
軍
事
機
密
を
手
み
や
げ
に
明
に
降
っ
た
。
デ
ル
タ
の
防
衛
線
を
破
ら
れ
た
胡
氏
一
族
は
西
都
に
逃
れ
、
更
に
南
方
へ
と
転
々
と
し
た
後
捕
え

ら
れ
、
三
朝
は
滅
亡
し
た
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
銅
管
を
は
じ
め
デ
ル
タ
諸
勢
力
を
結
果
と
し
て
敵
に
ま
わ
し
て
し
ま
っ
た
事
に
あ
る
と
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

え
よ
う
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
は
、
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
氏
の
説
く
デ
ル
タ
対
清
麗
と
い
う
要
図
は
、
当
を
得
て
い
た
と
雷
え
よ
う
。

そ
し
て
最
も
反
胡
氏
的
で
あ
っ
た
の
が
、
問
題
の
姦
策
勢
力
で
あ
っ
た
。
『
安
南
病
原
』
欝
欝
　
人
物
の
条
に
は
明
に
降
っ
て
そ
の
宮
爵
を
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

け
た
者
が
六
人
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
四
人
ま
で
が
鴬
遷
地
方
の
出
身
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
明
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
出
兵
は
、
あ
く
ま
で
言
言
者
胡
氏
を
倒
し
、
陳
朝
を
復
興
さ
せ
る
事
を
建
て
前
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
占
領
し
た
後
、
永
楽
帝
は
「
奇
策
に
後
蕎
無
し
」
と
い
う
口
実
の
下
に
、
交
響
三
司
（
布
政
司
・
都
司
・
憲
司
）
を

設
置
し
、
里
甲
奴
を
実
施
し
、
府
州
県
を
置
き
、
中
国
的
礼
教
施
設
の
設
置
等
を
行
な
い
、
ヴ
エ
ト
ナ
ム
の
内
地
化
を
す
す
め
た
。
そ
し
て
塩
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税
・
商
税
等
を
微
収
し
、
金
銀
そ
の
他
南
海
の
珍
宝
の
収
奪
を
き
び
し
く
行
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
明
の
こ
の
よ
う
な
支
配
姿
勢
に
対
し
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
側
で
は
広
範
な
地
域
で
種
々
の
反
発
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
山
本
・
フ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ン
臓
ブ
イ
レ
・
フ
ァ
ン
阿
ダ
イ
ゾ
ア
ン
諸
氏
の
研
究
が
あ
る
が
、
各
地
域
ご
と
に
整
理
し
、
そ
の
原
因
を
も
併
せ
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
ω
二
化
以
南
　
こ
の
地
域
で
は
体
心
の
挙
兵
に
先
ん
じ
て
陳
氏
の
末
蕎
陳
簡
定
と
陳
季
拡
に
よ
る
二
つ
の
反
乱
が
起
っ
た
。
前
者
は
一
旦
デ

ル
タ
海
岸
部
の
長
安
州
（
ニ
ソ
ビ
ン
省
）
で
挙
兵
し
た
後
、
南
下
し
て
化
州
（
ト
ワ
テ
ィ
ェ
ソ
省
）
の
頭
目
鄙
悉
の
推
戴
を
受
け
た
。
こ
の
化
州
勢

力
に
は
既
述
の
胡
朝
風
に
升
華
に
徒
さ
れ
た
反
落
親
陳
的
な
民
が
多
く
存
在
し
た
事
が
推
定
で
き
る
。
一
方
の
陳
季
拡
は
、
簡
定
か
ら
離
反
し

た
者
が
擁
立
し
、
霜
朝
の
残
党
と
も
結
う
べ
き
清
化
（
タ
イ
ソ
ホ
ァ
省
）
・
叉
安
（
ゲ
ァ
ソ
・
ハ
テ
ィ
ン
省
）
の
勢
力
が
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。
両
春
は

一
時
期
連
合
し
、
東
関
城
ハ
ノ
イ
を
脅
や
か
し
、
明
の
補
給
基
地
と
な
っ
て
い
た
雲
屯
を
も
攻
撃
す
る
程
の
勢
力
を
ほ
こ
っ
た
。
し
か
し
、
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

－
タ
イ
ン
コ
イ
氏
も
指
摘
し
て
い
る
様
に
、
こ
の
後
陳
二
氏
の
反
乱
は
自
滅
の
感
が
強
い
。
反
明
と
い
う
点
で
は
両
者
は
　
致
し
て
い
た
が
、

共
に
帝
位
を
称
す
る
二
勢
力
の
提
携
が
い
つ
ま
で
も
続
く
わ
け
も
な
く
、
両
者
は
分
裂
の
後
、
明
に
各
個
撃
破
さ
れ
た
。

　
②
北
部
西
部
山
岳
地
帯
　
こ
の
地
帯
に
は
中
国
と
も
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
も
一
線
を
画
す
る
半
独
立
少
数
民
族
の
勢
力
が
か
な
り
存
在
し
た
。
明
は

こ
れ
ら
の
勢
力
の
離
反
に
手
を
焼
く
事
に
な
っ
た
。
で
は
そ
の
離
反
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

　
一
つ
に
は
、
特
に
西
北
地
方
に
言
え
る
事
で
あ
る
が
、
明
が
雲
爾
地
方
へ
の
支
配
強
化
を
始
め
た
事
に
対
す
る
不
安
感
で
あ
る
。
い
ま
一
つ

は
、
莫
大
な
富
盛
の
微
収
に
対
す
る
不
満
で
あ
る
。
『
鋸
南
志
野
鼠
二
二
　
白
煙
の
条
に
は
永
楽
十
五
年
（
一
四
～
七
）
の
諸
税
の
一
坐
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
銀
税
と
し
て
陰
山
府
（
ラ
ソ
ソ
ソ
省
）
・
宜
天
府
（
ト
ゥ
エ
ソ
ク
ァ
ソ
・
ハ
ザ
ソ
省
）
・
太
原
府
（
タ
イ
グ
ェ
ソ
・
バ

ッ
ク
カ
ソ
・
ヵ
オ
パ
ソ
省
）
の
北
方
三
曹
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
百
四
十
五
両
三
銭
・
八
百
五
十
九
両
七
銭
三
分
七
厘
・
一
百
四
十
四
両
五
銭
が
微
収

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
重
の
合
計
額
一
千
一
百
四
十
九
両
五
銭
七
厘
は
、
ヴ
ニ
ト
ナ
ム
全
土
か
ら
の
徴
収
額
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
一
千
七
十

二
両
三
分
五
厘
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
後
者
の
数
字
に
は
お
そ
ら
く
何
ら
か
の
誤
り
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
他
府
か
ら
の
銀
税
徴
収
が
皆

無
で
あ
る
事
か
ら
、
こ
の
三
府
に
銀
税
の
全
額
が
押
し
つ
け
ら
れ
た
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
彼
ら
の
反
乱
は
い
つ
れ
も
少
規
模
か
つ
単
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⑳

発
的
な
も
の
で
あ
り
、
小
規
模
な
討
伐
と
招
撫
策
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
③
デ
ル
タ
中
枢
部
　
こ
の
地
域
に
は
若
干
の
例
外
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
反
乱
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
直
接
の
原
因
は
、
や
は
り
同
地
に
明
の

軍
事
・
行
政
機
関
が
集
中
し
て
い
た
為
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
国
家
の
直
接
支
配
に
組
み
込
ま
れ
、
行
政
的
に
再
編
さ
れ
た
村
落
で
、
当
時
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

デ
ル
タ
中
枢
部
の
村
落
の
大
部
分
を
占
め
る
に
至
っ
た
「
社
」
村
落
が
、
明
の
里
二
面
に
よ
る
支
配
に
適
合
し
た
事
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
地
に
於
い
て
さ
え
も
、
明
の
支
配
が
貫
徹
し
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
既
に
山
本
氏
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
例
え
ば

永
楽
五
年
（
｝
四
〇
七
）
に
金
主
で
二
百
十
あ
っ
た
県
が
、
同
十
五
年
に
は
百
五
十
七
、
同
十
七
年
に
は
七
十
九
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
こ

れ
は
明
の
支
配
力
の
減
退
に
よ
り
不
用
に
な
っ
た
県
を
統
廃
合
し
た
結
果
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
い
わ
ば
こ
の
地
域
は
、
明
の
支
配
に
対
し
て

消
極
的
な
抵
抗
を
し
つ
つ
、
結
果
的
に
黎
利
の
北
上
を
待
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
ω
南
策
・
安
邦
及
び
下
部
デ
ル
タ
地
方
　
こ
の
地
域
こ
そ
が
本
稿
の
主
眼
で
あ
る
。
も
と
も
と
こ
れ
ら
の
地
は
陳
朝
が
重
点
支
配
地
と
し
て
扱

っ
て
い
た
せ
い
も
あ
っ
て
か
親
脈
流
で
あ
り
、
胡
氏
の
統
治
に
反
抗
し
た
が
、
明
の
支
配
が
始
ま
る
と
、
今
度
は
明
に
対
し
て
永
楽
五
年
頃
よ

り
同
二
十
年
頃
ま
で
、
様
々
な
反
乱
が
続
け
て
起
こ
っ
た
。
そ
の
直
接
の
原
因
と
し
て
は
、
塩
や
真
珠
等
の
収
奪
に
あ
っ
た
。

　
塩
に
つ
い
て
は
、
明
は
永
楽
十
三
年
（
一
四
一
五
）
に
塩
法
を
立
て
て
塩
の
私
造
・
私
徳
を
禁
じ
、
安
邦
（
ク
ァ
ン
イ
ェ
ン
．
ハ
イ
ニ
ン
省
）
か
ら

叉
安
に
至
る
海
岸
地
帯
に
塩
課
司
を
数
ヶ
所
設
置
し
た
。
そ
し
て
こ
の
地
か
ら
は
、
魚
塩
と
し
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
総
量
の
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
越

え
る
現
物
徴
収
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
、
そ
の
生
産
に
あ
た
っ
て
農
民
が
役
使
さ
れ
た
。

　
真
珠
に
つ
い
て
は
永
楽
十
六
年
（
一
四
一
八
）
七
月
に
安
邦
の
靖
安
・
雲
屯
に
珠
場
が
設
け
ら
れ
、
種
々
の
産
品
と
労
働
力
が
搾
取
さ
れ
、
雲

屯
も
中
国
本
土
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
結
ぶ
補
給
路
と
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
南
策
・
安
邦
地
方
で
は
徳
化
で
の
藁
蓑
の
挙
兵
に
や
や
遅
れ
て
永
楽
十
八
年
（
一
四
二
〇
）
に
畑
江
な
る
人
物
が

反
乱
を
起
こ
し
、
陳
容
宗
の
玄
孫
で
あ
る
と
騙
っ
て
帝
位
を
称
し
、
そ
れ
以
前
の
反
乱
の
残
存
勢
力
を
結
集
し
て
安
邦
に
拠
っ
た
。
し
か
し
、

中
国
本
土
及
び
明
の
重
点
支
配
地
域
に
近
い
事
が
災
い
し
、
彼
は
李
彬
ら
の
大
軍
に
破
れ
、
以
後
、
こ
の
地
方
で
ま
と
ま
っ
た
反
抗
勢
力
が
生

54　（54）



ヴェトナム黎朝初期の南策勢力（八尾）

ま
れ
た
形
跡
は
無
い
。

以
上
、
属
明
期
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
側
の
反
乱
か
ら
言
え
る
事
は
、
陳
朝
期
に
宗
室
が
そ
の
上
に
か
ぶ
さ
っ
て
い
た
清
書
や
南
策
を
は
じ
め
と
す

る
諸
勢
力
が
、
陳
・
胡
氏
の
滅
亡
に
よ
っ
て
再
び
そ
の
姿
を
史
上
に
現
わ
し
た
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
勢
力
の
存
在
が
、
適
齢
に
よ

る
抗
明
闘
争
と
、
建
国
後
の
黎
朝
政
権
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

①
≦
｝
郷
戸
。
『
ρ
ミ
き
贈
§
嵩
電
軌
愈
意
卜
8
§
職
導
馬
ミ
馬
韓
（
巨
霊
ー
ミ
慧
）
、
＜
巴
。

　
ω
o
鼻
ゴ
o
p
珍
〉
ω
壁
の
9
象
Φ
ω
レ
リ
。
。
9
氏
は
同
著
で
、
抗
元
戦
後
陳
朝
宗
蜜
が
弱

　
体
化
し
て
異
姓
官
僚
層
が
進
出
し
て
く
る
と
い
う
桃
王
氏
の
説
と
は
全
く
逆
に
、

　
陳
初
は
官
僚
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
抗
元
戦
後
宗
室
が
優
勢
に
な
っ
て
く
る
と
い

　
う
史
像
｝
を
描
い
た
が
、
十
四
批
紀
後
半
の
王
侯
家
奴
の
反
乱
続
…
発
や
、
官
僚
層
の

　
進
出
を
考
え
た
場
合
、
桃
木
氏
の
論
の
方
が
説
得
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
　
以
下
に
胡
氏
の
陳
氏
の
戚
姻
関
係
を
図
示
す
る
。

　
　
　
選
奨
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
2

明
纂
　

静
粛

徽
寧
公
主

10
容
宗
．

順
宗
　
　
3

〒
一
歩
帝

三
聖

○
一
嘉
慈
皇
后

　
　
　
　
　
（
黎
氏
）

②胡
漢
蒼

廃
帝

　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
0
1
胡
　
季
　
　
驚

③
二
三
の
殻
後
、
帝
位
は
そ
の
兄
恭
粛
大
王
陳
笠
の
義
子
楊
野
里
が
継
い
だ
。
こ

　
の
よ
う
な
異
常
な
継
承
が
何
故
行
な
わ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
宗
蜜

　
側
か
ら
の
反
撃
も
行
な
わ
れ
、
季
肇
の
出
身
地
理
化
大
吏
江
に
集
ま
っ
た
芸
宗
・

　
八
宗
・
陳
元
旦
ら
は
、
こ
の
地
に
お
い
て
挙
兵
し
、
日
礼
を
倒
し
、
芸
宗
が
即
位

　
し
た
。

④
チ
ャ
ソ
バ
は
＝
二
六
〇
年
頃
よ
り
強
盛
と
な
り
、
七
〇
年
代
に
は
京
師
を
犯
す

　
ま
で
と
な
り
、
遠
征
し
た
容
宗
も
一
三
七
七
年
戦
死
し
た
。
こ
の
期
の
チ
ャ
ソ
バ

　
の
強
盛
ぶ
り
を
、
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
腱
マ
ス
ペ
ロ
は
ピ
．
〉
℃
o
α
q
O
o
（
絶
頂
）
と
評
し
て

　
い
る
。
竃
霧
℃
興
P
Ω
4
卜
馬
肉
。
掩
§
ミ
ミ
§
6
為
§
｝
懸
3
℃
震
参
議
切
『
銘
嫉
。
霞
①
ρ

　
H
り
b
。
Q
。
、
唱
℃
．
一
り
ω
凸
一
Q
。
．
こ
の
チ
ャ
ン
パ
撃
退
に
最
も
功
の
あ
っ
た
の
は
、
陳
朝
宗

　
室
で
は
な
い
胡
季
葎
と
、
後
に
季
藤
に
殺
さ
れ
る
陳
渇
真
で
あ
っ
た
。

⑤
　
例
え
ば
、
冠
服
侯
大
王
墳
（
＝
二
八
　
）
、
太
達
筆
定
王
顛
（
＝
二
九
一
）
、
陳

　
日
章
（
一
三
九
二
）
、
撫
軍
司
元
淵
（
＝
二
九
五
）
、
陳
元
胤
（
一
三
九
覧
）
ら
が

　
ほ
と
ん
ど
季
艶
謀
殺
の
意
あ
り
と
い
う
理
・
田
で
殺
さ
れ
て
い
る
。

⑥
　
こ
れ
に
よ
り
、
早
く
か
ら
政
界
か
ら
身
を
ひ
い
て
子
孫
に
災
い
が
ふ
り
か
か
ら

　
ぬ
よ
う
に
季
楚
の
専
横
を
黙
認
し
た
陳
元
旦
の
子
孫
以
外
の
宗
室
の
ほ
と
ん
ど

　
と
、
親
陳
派
の
将
軍
隙
渇
真
・
萢
可
永
ら
が
殺
さ
れ
た
。
ま
た
胡
民
の
内
部
結
束

　
を
よ
り
緊
密
に
す
る
為
、
胡
民
を
支
え
て
き
た
鞄
巨
論
や
何
徳
隣
も
同
時
に
粛
清

　
さ
れ
た
。
≦
三
言
出
。
「
ρ
o
》
魁
潜
℃
で
．
0
ω
1
鰹
・

⑦
『
全
書
』
巻
八
紹
成
元
年
（
一
四
〇
…
）
夏
四
月
一
十
二
月
（
『
全
書
』
は
繋

　
月
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
含
が
多
く
、
四
月
の
条
か
ら
十
二
月
の
条
に
あ
る
記
事

　
は
以
下
こ
の
よ
う
に
示
す
）
の
条
の
「
漢
蒼
立
限
名
家
奴
法
」
に
よ
る
と
、
各
人

　
の
池
亭
に
よ
っ
て
所
有
で
き
る
私
奴
の
数
を
限
っ
た
も
の
で
あ
り
、
制
限
を
オ
ー

　
バ
ー
し
た
も
の
は
砂
と
交
換
に
官
に
入
れ
、
官
製
や
殿
前
軍
の
兵
に
充
て
た
。
な

55　（55）



　
お
、
こ
の
記
菓
の
最
後
に
、

　
　
晦
、
士
大
夫
當
賀
を
遡
り
、
胡
氏
の
意
を
希
み
て
上
書
し
、
銀
鼠
の
子
孫
を
謙

　
　
し
、
及
び
田
奴
を
減
損
し
、
以
て
其
の
勢
を
抑
え
ん
こ
と
を
勧
む
。
黄
晦
卿
・

　
　
既
希
周
・
同
拭
の
徒
の
如
し
。
其
の
余
、
数
う
る
に
た
え
る
べ
か
ら
ず
。

　
と
あ
り
、
こ
の
法
が
陳
朝
的
田
庄
経
営
の
完
全
撲
減
を
孕
む
科
挙
官
僚
の
意
向
に

　
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

⑧
　
現
在
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
行
政
区
画
は
歴
史
叙
述
に
不
適
当
な
の
で
、
旧
植
民
地

　
期
の
そ
れ
で
示
す
。

⑨
ミ
ソ
n
チ
ャ
イ
ソ
残
は
、
こ
の
徒
さ
れ
た
入
々
を
、
お
そ
ら
く
陳
朝
の
宗
室
や
、

　
新
敷
策
に
反
抗
し
て
土
地
を
没
収
さ
れ
た
人
々
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
竃
馬
評

　
ギ
嘗
ダ
吻
q
§
智
卜
袋
．
O
．
“
晦
徳
凝
鋤
㍗
≧
験
び
け
9
H
H
い
踏
曽
翼
9
一
Φ
紹
も
や
心
。
。

　
占
ω
．
重
婚
宗
室
の
田
庄
経
営
が
多
く
南
紐
や
デ
ル
タ
で
行
な
わ
れ
て
い
た
事
を
考

　
え
る
と
、
こ
の
徒
さ
れ
た
人
々
の
多
く
が
デ
ル
タ
出
身
者
で
あ
っ
た
事
は
想
像
に

　
難
く
な
い
。

⑩
『
全
区
』
巻
八
光
泰
十
年
（
～
三
九
七
）
夏
四
月
の
条
に
、

　
　
外
任
宮
制
を
定
む
。
路
に
安
撫
使
・
剛
を
置
き
、
州
に
通
電
・
倉
判
を
置
き
、

　
　
県
に
令
・
尉
・
虫
簿
を
置
き
、
以
て
之
を
管
ら
し
む
。
路
は
府
を
統
べ
、
府
は

　
　
州
を
統
べ
、
州
は
県
を
統
べ
、
凡
そ
戸
籍
・
銭
穀
・
獄
訟
は
総
べ
て
一
路
の
簿

　
　
と
為
し
、
歳
費
報
心
し
、
凋
を
以
て
稽
考
す
。
又
、
都
督
・
都
護
・
都
響
・
総

　
　
管
府
・
太
守
司
を
置
き
、
以
て
之
を
轄
ら
し
む
。

　
と
あ
る
。
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
氏
は
、
こ
の
政
策
は
胡
氏
が
辺
境
に
ま
で
自
ら
の
政
策

　
を
お
し
す
す
め
る
為
の
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
甫
7
貯
5
0
『
ρ
o
》
ミ
こ

　
℃
で
．
ミ
お
’
な
お
、
尊
意
期
の
行
政
区
画
に
関
し
て
は
、
該
器
唱
豊
ρ
寓
こ
国
ε
鳥
。
ω

　
O
．
三
ω
8
搾
Φ
匹
”
〉
き
画
旨
H
H
い
い
p
O
僑
。
α
q
璋
覧
臥
Φ
　
℃
o
一
三
ρ
器
〔
剛
。
一
、
①
ヨ
豆
器

　
匹
、
〉
舅
9
ヨ
m
o
二
一
〇
ω
ご
殉
一
〇
ω
8
「
恥
昌
g
器
。
・
国
α
（
区
恥
一
×
く
馬
。
。
圃
9
♂
。
・
y

　
b
ご
ミ
ミ
§
匙
こ
、
導
§
ミ
§
ミ
蹄
載
．
朝
ミ
§
ミ
も
譜
ミ
（
以
下
亀
禺
O
と
略
）

　
×
〈
ど
δ
一
◎
O
ぎ
U
＝
冤
〉
＝
ぎ
も
ミ
≧
ミ
9
蕊
勲
≧
瓢
ミ
O
§
○
§
も
昏
．
馬
1

　
ン
喧
藷
趨
象
ぎ
も
黛
な
言
偽
N
塙
き
恥
態
蒙
勲
≧
§
”
、
寓
匿
冥
◎
一
L
㊤
鎗
の
中
国
語

　
訳
　
鍾
畏
岩
訳
・
岳
蟹
玉
『
越
南
歴
代
蝦
選
一
越
南
歴
史
地
理
研
究
』
北
京
、

　
一
九
七
三
、
桃
木
「
三
朝
期
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
時
制
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
『
史

　
林
』
六
穴
－
五
、
一
九
八
三
等
の
研
究
が
あ
る
。

⑪
　
こ
の
科
挙
法
で
最
も
重
要
な
点
は
、
こ
れ
に
よ
り
始
め
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
科
挙

　
に
三
段
階
試
験
制
が
成
立
し
た
事
で
あ
る
。
竹
田
竜
児
「
安
寧
に
お
け
る
科
挙
の

　
起
源
及
び
成
立
」
『
史
学
』
三
八
－
四
、
一
九
六
六
、
五
七
－
五
八
頁
。

⑫
　
　
『
歴
朝
憲
章
類
誌
』
（
以
下
『
類
誌
』
と
略
）
巻
二
十
六
　
科
目
誌
歴
代
試
法
之

　
綱
の
同
年
条
に
対
す
る
陽
文
。

⑬
　
も
っ
と
も
、
こ
の
数
に
関
し
て
は
問
題
が
あ
る
。
『
全
書
』
巻
八
　
開
大
二
年

　
（
～
四
〇
閥
）
春
二
月
－
八
月
の
条
に
、

　
　
韻
事
試
挙
人
式
を
定
む
。
今
年
八
月
を
以
て
郷
試
し
、
囲
者
は
癩
役
を
免
ず
。

　
　
明
年
八
月
、
礼
部
試
し
、
中
野
は
選
補
を
免
ず
。
又
明
年
八
月
、
会
試
し
、
中

　
　
者
は
太
学
生
に
充
つ
。
又
明
年
、
再
び
郷
試
を
行
な
う
こ
と
前
年
の
如
し
。
時
、

　
　
士
人
業
を
専
ら
と
し
、
進
取
を
期
す
も
、
た
だ
礼
部
試
を
得
、
乱
に
遭
い
て
中

　
　
止
す
。
（
以
下
略
）

　
と
あ
り
、
本
来
一
四
〇
六
年
に
会
試
を
受
け
て
合
格
し
た
者
だ
け
が
太
学
生
と
な

　
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
な
お
、
竹
田
琉
は
、
上
記
史
料
の
礼
部
試
が
会
試
、
会
試

　
と
あ
る
の
が
殿
試
で
あ
る
と
し
た
（
竹
田
前
掲
論
文
五
七
…
五
八
頁
）
。
運
試
は
普

　
通
、
会
試
合
格
者
に
順
位
を
つ
け
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
が
、
会
試
と
殿
試
（
史

　
料
で
は
礼
部
試
と
会
試
）
の
実
施
の
間
に
一
年
号
く
と
い
う
の
は
、
こ
の
殿
下
が

　
純
粋
に
選
抜
試
験
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
い
だ
か
せ
る
。
と
す

　
る
と
、
そ
の
最
終
試
験
の
中
止
が
百
七
十
人
も
の
大
量
合
格
者
を
生
ん
だ
の
で
は

　
な
か
ろ
う
か
。

⑭
≦
昌
月
鑓
夢
、
愚
．
ミ
‘
電
’
a
舞
舞
鳥
p
§
§
ミ
勘
な
審
自
白
寒
へ
織

　
↓
蔑
噺
嵩
壇
勘
愚
篤
ミ
勲
さ
ミ
リ
国
所
Z
O
謂
お
α
刈
の
中
国
語
訳
　
鼎
氾
宏
血
鼠
訳
『
越

　
南
…
社
会
発
展
史
研
究
』
北
｛
尽
、
　
一
九
六
三
、
六
三
i
七
五
頁
。
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⑮
　
≦
ぴ
謬
き
。
器
”
「
は
じ
め
に
」
の
註
③
書
℃
や
学
蒔
た
だ
し
氏
は
こ
の
対
立
の

　
早
緑
を
、
も
っ
ぱ
ら
数
百
年
間
デ
ル
タ
の
ハ
ノ
イ
に
あ
っ
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
首
都

　
を
清
化
に
移
し
た
事
に
対
す
る
、
デ
ル
タ
の
エ
リ
ー
ト
達
の
不
快
感
で
説
明
し
て

　
い
る
。
こ
れ
に
賛
成
し
か
ね
る
畜
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

⑯
こ
の
四
人
と
は
、
陳
汝
石
（
新
費
府
南
策
黒
白
多
社
人
）
、
陳
豊
（
新
安
軒
合
霊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ

　
難
球
弄
挙
人
）
、
李
助
（
新
安
里
至
霊
県
変
可
社
人
）
、
莫
遂
（
新
平
府
至
霊
県
東

　
高
社
入
）
を
指
す
。
他
の
二
人
は
三
江
府
・
清
化
府
の
出
身
で
あ
る
。

⑰
　
山
本
『
安
南
史
研
究
I
i
元
明
両
朝
の
安
南
征
略
一
』
山
規
出
版
挫
、
一

　
九
五
〇
、
四
一
一
－
四
九
二
、
六
一
五
i
六
一
八
、
六
五
一
一
六
五
六
頁
。
「
明

　
の
ベ
ト
ナ
ム
支
配
と
そ
の
崩
壊
（
一
四
〇
〇
一
一
四
二
八
年
）
」
同
氏
編
『
ベ
ト
ナ

　
ム
中
国
関
係
史
－
曲
氏
の
拾
頭
か
ら
済
仏
戦
争
ま
で
一
』
山
川
出
版
社
、
一

　
九
七
五
、
～
七
九
－
一
九
七
、
一
＝
五
一
二
二
二
頁
。

⑱
響
塁
頃
ξ
鍛
①
1
写
彗
O
畳
U
。
響
”
峯
噺
・
馬
牽
智
宥
§
ら
3
い
薫
辛
§
偽

　
字
き
轡
罫
“
写
§
、
脚
9
ミ
等
ひ
鑓
宙
ミ
≧
亀
q
・
“
§
q
轡
舘
袋
↓
ミ
掻
k
団

　
（
ω
餅
。
自
シ
瓢
曽
ヌ
O
評
お
刈
3
℃
℃
■
心
O
l
O
①
●
同
書
及
び
出
塞
氏
の
著
は
反
乱
の
動

　
向
等
に
関
し
て
は
詳
し
く
述
べ
て
あ
る
が
、
反
乱
の
原
因
や
、
反
乱
に
あ
る
程
度

　
の
地
域
性
が
あ
る
事
を
論
じ
て
い
な
い
。

⑭
冨
8
｝
醇
旨
雪
げ
9
ト
ミ
、
§
－
≧
§
3
ミ
巻
き
ミ
O
§
馬
ぎ
§
斜
蜜
「
5

　
一
㊤
q
伊
℃
℃
．
込
。
O
？
卜
。
O
。
。
・

三
　
黎
太
裡
・
太
宗
の
文
臣
登
用
策

⑳
　
黄
福
の
『
黄
忠
宣
公
文
集
』
誤
認
に
載
る
送
文
に
は
、
こ
れ
ら
北
方
山
岳
地
帯

　
の
土
宮
・
頭
目
に
あ
て
た
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
し
か
も
そ
の
内
容
は
、
自
ら

　
が
反
乱
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
諭
し
た
も
の
、
叛
徒
を
討
伐
す
る
よ
う
命
じ
た
も
の
、

　
ま
た
そ
の
功
を
賞
し
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
。

⑳
　
社
に
関
し
て
桜
井
氏
は
黎
朝
聖
宗
期
の
社
の
分
布
を
調
べ
、
寺
山
期
の
社
が
紅

　
河
デ
ル
タ
及
び
清
化
・
叉
安
の
平
野
部
に
集
中
す
る
纂
を
示
し
、
こ
れ
が
黎
朝
の

　
直
接
支
配
地
で
あ
る
と
し
た
。
桜
井
『
ベ
ト
ナ
ム
村
落
の
形
成
一
村
落
共
有
田

　
臆
コ
ソ
デ
ィ
エ
ソ
制
の
史
的
展
開
1
』
創
文
社
、
一
九
入
隅
、
一
四
一
一
一
八

　
○
頁
。
『
図
南
志
原
口
巻
一
　
坊
下
郷
鎮
の
条
に
よ
る
と
、
こ
の
デ
ル
タ
コ
ア
の

　
地
域
の
村
落
は
入
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
「
社
」
で
あ
る
。

⑫
　
山
本
前
掲
書
、
五
七
…
1
五
八
○
頁
。

⑳
　
『
全
書
』
朔
明
実
録
』
『
越
届
書
』
等
に
よ
り
、
こ
の
地
で
の
反
乱
を
列
記
す
る
。

　
永
楽
五
年
置
一
四
〇
七
）
十
月
　
新
安
・
建
平
・
諒
江
・
東
潮
等
で
陳
月
湖
・
萢

　
　
振
等
が
挙
兵

　
同
八
年
（
一
四
」
○
）
七
月
　
鎮
蛮
府
で
反
乱

　
同
九
年
（
一
四
一
一
）
十
二
月
　
陳
季
拡
が
奉
化
府
ま
で
北
上

　
同
閏
十
二
月
　
鎮
蛮
・
下
洪
方
面
で
陳
存
仁
が
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開

　
同
十
七
年
（
一
四
一
九
）
十
一
月
後
下
学
・
名
辞
で
郷
公
証
・
黎
行
・
出
口
ら
が

　
　
挙
兵
し
、
ハ
ノ
イ
を
攻
撃
し
て
失
敗

　
前
稿
で
述
べ
た
如
く
、
初
期
の
面
識
政
権
は
、
清
化
集
団
員
が
枢
要
の
地
位
を
占
め
た
。
そ
し
て
、
論
叢
の
反
乱
と
い
う
独
自
の
反
乱
を
起

こ
し
得
た
事
、
更
に
岡
地
へ
の
黎
両
軍
の
進
幽
が
遅
れ
た
が
為
に
、
南
策
地
方
の
勢
力
は
建
国
時
ま
で
黎
利
の
軍
事
集
団
に
ほ
と
ん
ど
組
み
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
従
っ
て
、
順
天
二
年
（
一
四
二
九
）
五
月
に
開
国
の
功
臣
に
爵
位
が
与
え
ら
れ
る
が
、
南
策
地
方
の
人
物
が
、
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①

こ
れ
に
そ
の
名
を
連
ね
た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
故
、
秘
策
勢
力
が
三
朝
政
権
に
食
い
込
ん
で
ゆ
く
に
は
多
大

な
困
難
を
伴
っ
た
。
そ
し
て
、
軍
事
面
に
関
し
て
圧
倒
的
に
清
化
集
団
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
為
に
、
文
官
へ
の
道
を
求
め
る
事
に
な
っ
た
の
も

ご
く
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
太
祖
黎
利
の
方
も
、
文
富
充
実
の
為
、
順
天
二
年
十
月
に
文
武
三
晶
以
上
の
官
（
つ
ま
り
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
開
国
功
臣
）
に
賢
才
を

各
六
一
人
ず
つ
推
薦
せ
よ
と
の
詔
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
詔
に
よ
っ
て
失
職
を
得
た
の
は
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ァ
・
佐
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

俊
久
両
氏
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
多
数
が
功
臣
の
縁
者
や
子
孫
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
武
臣
を
以
て
鳶
職
に
充
て
る
と
い

っ
て
も
よ
い
こ
の
や
り
方
が
、
後
代
ま
で
長
く
糸
を
ひ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
為
、
太
祖
は
こ
れ
と
は
別
に
試
験
に
よ
る
取
士
に
力
を
入
れ
た
。
太
祖
は
明
軍
の
籠
る
東
関
城
を
陥
落
さ
せ
る
以
前
の
宣
徳
元
年
（
一

四
二
六
）
十
二
月
に
、
参
謀
格
の
阪
薦
の
輔
け
を
か
り
て
、
早
く
も
臨
時
的
な
下
士
試
験
を
東
関
城
の
対
岸
に
築
い
た
菩
提
営
で
行
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
か
し
、
こ
の
後
嗣
に
明
と
の
戦
闘
が
南
策
を
含
む
各
地
で
一
年
近
く
続
い
た
事
、
合
格
者
の
名
や
出
身
地
が
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
事
、
更

に
は
太
祖
期
の
地
方
文
官
の
動
向
が
史
料
か
ら
は
っ
か
め
な
い
三
等
の
為
に
、
こ
の
試
験
に
ど
れ
程
の
実
効
力
が
あ
っ
た
か
は
不
開
で
あ
る
。

　
太
祖
は
即
位
後
も
順
天
二
年
に
明
経
科
、
同
四
年
（
一
四
三
一
）
に
宏
詞
科
の
試
験
を
行
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
七
人
、
四
人
（
史
料
に
よ
っ
て
は
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

入
）
の
合
格
者
を
出
し
た
。
し
か
し
、
藤
原
利
一
郎
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
二
回
の
試
験
も
宣
徳
元
年
の
そ
れ
と
同
様
、
一
号
ぎ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
臨
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
合
格
老
も
少
な
く
、
と
て
も
太
祖
の
期
待
し
た
結
果
が
得
ら
れ
た
と
は
言
え
ま
い
。
し
か
も
南
受
出
身
渚
は
　
人

も
存
在
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
太
祖
が
正
式
な
科
挙
法
の
制
定
を
考
え
て
い
た
事
、
そ
し
て
、
前
記
の
明
経
科
・
宏
詞
科
の
合
格
老
が
官
僚
制

国
家
の
実
現
や
科
挙
の
実
施
に
つ
い
て
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
演
じ
た
事
に
は
注
意
を
要
す
る
。

　
前
近
代
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
関
し
て
は
、
従
来
の
「
小
中
国
」
的
な
視
点
に
対
す
る
反
省
か
ら
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
独
自
の
、
或
い
は
優
れ
て
東
南

ア
ジ
ア
的
な
も
の
と
し
て
み
よ
う
と
い
う
傾
向
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
確
か
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
中
国
か
ら
独
立
す
る
以
前
よ
り
中
国
の
文
物
や
制
度
の
導
入
を
は
か
っ
て
い
た
。
官
僚
制
度
の
導
入
も
そ
の
一
例
で
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ヴェトナム黎朝初期の南策勢力（八尾）

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
支
配
体
制
は
、
史
料
に
み
え
る
官
僚
綱
的
な
そ
れ
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。
桜
井
氏
は
李
朝
の
支
配
体
制
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
、
李
末
の
反
乱
分
析
か
ら
そ
れ
が
豪
族
の
連
合
体
に
す
ぎ
な
い
事
を
論
証
し
、
桃
木
氏
は
李
朝
の
長
期
安
定
は
、
O
－
W
－
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

民
の
い
う
「
マ
ソ
ダ
ラ
権
力
」
が
安
定
化
し
貴
族
化
し
た
も
の
と
の
結
論
を
下
し
、
官
僚
制
（
特
に
軍
事
面
）
の
未
発
達
を
指
摘
し
た
。

　
李
朝
を
継
い
だ
陳
朝
も
、
正
木
氏
が
示
し
た
様
に
、
重
職
は
す
べ
て
宗
室
が
握
り
、
ま
た
地
方
の
勢
力
は
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
の
上
に
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

室
が
か
ぶ
さ
る
様
な
形
で
支
配
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
陳
朝
宗
室
の
権
力
が
対
モ
ン
ゴ
ル
戦
に
よ
っ
て
衰
退
し
、
新
た
に
異
姓
官
僚
が
進
出
し
、
そ
の
力
を
結
集
し
勃
興
し
た
の
が
前
述
の
二

面
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
胡
朝
を
滅
ぼ
し
た
明
も
、
そ
の
支
配
機
構
の
中
に
数
多
く
の
ヴ
エ
ト
ナ
ム
人
士
人
を
登
用
す
る
事
に
よ
っ
て
よ
り
官
僚

制
的
な
支
配
を
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
も
た
ら
し
た
。
従
っ
て
官
僚
制
度
の
導
入
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
胡
氏
と
明
と
の
問
に
は
断
絶
は
無
か
っ
た

と
言
っ
て
も
よ
い
。
む
し
ろ
断
絶
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
明
と
、
前
稿
で
述
べ
た
如
く
武
人
が
政
権
を
握
っ
て
い
た
初
期
黎
朝
と
の
問
に
あ
る
と

言
え
よ
う
。

　
で
は
官
僚
舗
度
を
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
皇
帝
の
支
配
が
合
理
的
に
末
端
ま
で
貫
徹
す

る
と
い
う
い
う
点
に
あ
ろ
う
。
ウ
ィ
ヅ
ト
モ
ア
氏
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
が
中
国
の
一
省
程
度
の
大
き
さ
し
か
も
っ
て
い
な
い
為
、
官
僚
制
度
の
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

入
に
よ
っ
て
、
中
国
以
上
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
村
落
レ
ベ
ル
ま
で
権
力
の
介
入
が
可
能
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

　
清
化
の
一
土
豪
に
す
ぎ
な
か
っ
た
太
祖
黎
利
が
官
僚
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
ど
れ
程
の
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
だ
、
対
中
関
係
正
常
化
に
必
要
な
中
国
文
化
の
素
養
を
も
つ
人
物
を
登
用
し
た
際
、
そ
の
多
く
が
南
朝
期
の
科
挙
合
格
者
で
あ
っ
た
事
に
注

意
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
開
国
功
臣
の
一
人
で
も
あ
る
院
旛
を
筆
頭
と
し
て
、
彼
ら
は
胡
氏
・
明
の
支
配
を
経
て
お
り
、
官
僚

制
度
の
確
立
こ
そ
が
王
朝
の
安
定
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
太
祖
を
し
て
官
僚
制
国
家
へ
の
志
向
を
持
た
し
め
た
の
は

彼
ら
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
文
臣
達
が
ど
う
扱
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
為
に
は
、
ま
ず
黎
初
の
文
官
欄
を
一
覧
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
類
誌
』
巻
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十
三
　
官
職
誌
歴
代
分
粗
豪
綱
や
『
全
書
』
に
散
見
す
る
記
載
に
よ
る
と
、
ま
ず
中
央
で
は
皇
帝
の
下
に
宰
相
・
副
宰
相
が
お
り
、
そ
の
諮
問

　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

機
関
と
し
て
政
事
院
が
あ
り
、
次
に
「
宰
相
に
亜
ぐ
」
と
言
わ
れ
る
大
行
遣
が
お
り
、
そ
の
他
に
二
部
（
吏
部
・
礼
部
）
、
三
省
（
中
書
．
門
下
・

黄
門
）
、
審
刑
院
、
翰
林
院
等
が
あ
っ
た
。
一
方
、
地
方
は
東
・
西
・
南
・
北
・
海
西
の
五
道
に
分
た
れ
、
そ
の
下
に
路
、
次
い
で
県
や
州
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る
文
事
と
し
て
、
各
道
の
長
官
と
し
て
各
道
行
遣
が
、
副
官
と
し
て
臨
本
（
同
語
）
導
管
軍
民
簿
至
重
知
詞
即

事
が
置
か
れ
、
路
に
は
安
撫
使
、
県
に
は
転
運
使
、
州
に
は
宣
慰
使
・
鎮
撫
使
等
が
置
か
れ
た
。

　
以
上
の
う
ち
、
宰
相
・
副
宰
桐
は
、
前
稿
で
論
じ
た
如
く
清
栄
集
団
員
が
大
半
を
占
め
、
文
臣
の
入
る
余
地
は
無
か
っ
た
。
ま
た
大
行
遣
及

　
　
⑬

び
行
遺
に
つ
い
て
は
、
『
類
誌
』
巻
十
四
　
官
職
誌
窟
名
沿
革
之
別
の
行
遣
の
条
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
行
遣
の
職
、
李
朝
よ
り
富
む
。
専
ら
単
車
を
以
て
之
と
為
す
。
入
内
行
遺
同
中
書
門
下
平
心
事
の
如
し
。
蓋
し
還
相
職
の
次
な
り
。
陳
初
、
李
の
旧
制
に
因

　
　
る
。
…
（
中
略
）
…
聖
慮
（
在
位
～
二
五
八
一
七
八
）
杜
国
佐
を
用
い
て
よ
り
、
そ
の
後
文
学
の
士
、
相
継
い
で
登
用
せ
ら
る
。
…
（
割
註
略
）
…
人
遣
の
職
、
遂
に

　
儒
紳
の
本
途
と
為
る
。
昨
朝
初
め
て
興
る
に
陳
の
旧
制
に
衡
り
、
大
行
遣
・
五
道
行
遣
を
分
煙
し
、
軍
民
籍
簿
強
面
事
を
分
掌
せ
し
む
。
倶
に
文
班
の
首
に

　
在
り
て
、
宰
相
に
亜
ぐ
。
：
八
以
下
略
）
…

と
あ
り
、
宰
相
に
つ
ぐ
重
職
の
行
遣
職
が
陳
朝
中
期
ま
で
慮
官
に
独
占
さ
れ
て
い
た
の
が
、
官
僚
層
の
進
出
に
伴
い
、
以
後
科
挙
系
官
僚
が
こ

の
職
に
任
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
が
知
れ
る
。
し
か
し
、
黎
朝
が
「
陳
朝
の
臓
制
に
佃
」
つ
た
と
あ
る
の
は
必
ず
し
も
正
し
い
表
現
で
は

な
い
。
『
全
書
』
等
に
よ
り
、
太
宗
代
初
期
頃
ま
で
下
っ
て
、
隠
隠
職
に
任
じ
ら
ら
れ
た
者
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

○
大
行
遣

○
東
道
行
遣

○
西
道
行
遣

○
南
道
行
遣

○
北
道
行
遣

翫
薦
　
順
天
元
年
1
大
宝
三
年

記
録
無
し

郵
薇
　
紹
平
元
年
十
一
月
ま
で

郷
克
復
　
同
元
年
工
月
ま
で

記
録
無
し

　
院
汝
覧
　
同
二
年
二
月
拝
任

黎
国
禎
　
同
元
年
二
月
拝
任
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○
海
西
道
行
遣
　
記
録
無
し

　
史
料
は
や
や
少
な
い
が
、
知
り
得
る
限
り
か
ら
判
断
す
る
と
、
行
遣
職
は
全
て
開
国
功
臣
（
し
か
も
抗
薄
給
の
初
期
か
ら
隠
避
に
従
っ
た
者
）
が
占

め
て
お
り
、
儒
紳
が
拝
任
し
た
の
で
は
な
く
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
南
策
出
身
者
は
一
人
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
黎
初
は
聖
職
に
お
い
て
も
地

位
が
高
く
な
れ
ば
な
る
程
、
開
国
功
臣
の
占
め
る
比
率
が
高
く
な
り
、
更
に
そ
の
最
上
部
に
清
化
黒
風
員
の
武
人
身
根
が
存
在
し
た
。
太
祖
期

の
試
験
合
格
者
は
地
方
に
出
る
か
、
わ
ず
か
に
帝
の
側
近
の
小
官
と
な
る
の
み
で
あ
り
、
完
全
に
清
化
集
団
に
よ
る
支
配
体
制
の
中
に
組
み
入

れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
文
臣
に
と
っ
て
、
待
望
の
科
挙
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
次
帝
太
宗
（
在
位
一
四
三
三
1
｝
四
四
二
）
の
治
世
に
入
っ
て
か

ら
で
あ
っ
た
。

　
『
全
書
』
巻
十
一
　
紹
平
元
年
（
一
四
三
四
）
八
月
九
日
一
十
八
日
の
条
に
あ
る
科
挙
法
糊
定
の
詔
に
よ
る
と
、
岡
五
年
に
十
薬
、
六
年
に
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

試
を
行
な
い
、
以
後
三
年
一
大
比
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　
清
化
集
団
全
盛
な
る
時
に
、
何
故
こ
の
よ
う
な
詔
が
出
せ
た
の
か
は
ま
だ
一
考
を
要
す
る
が
、
黒
化
集
団
が
、
文
武
高
官
の
枢
要
を
占
め
て

い
る
と
い
う
自
信
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
科
挙
を
推
進
し
た
人
物
と
し
て
、
ま
た
耳
管
勢
力
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
物
と
し
て
、
太
祖
の
参
謀
格
で
あ
っ
た

京
師
に
近
い
上
福
県
出
身
の
玩
薦
に
つ
い
て
語
る
必
要
が
あ
る
。

　
彼
の
遺
稿
を
集
め
た
『
抑
斎
集
』
巻
五
　
先
生
事
理
考
に
よ
る
と
、
彼
の
先
祖
の
貫
地
は
鳳
山
県
支
幣
社
（
黎
朝
勢
至
霊
知
に
属
す
）
で
あ
り
、

陳
朝
宗
室
の
重
鎮
陳
元
旦
の
娘
と
、
後
に
科
挙
官
僚
と
な
る
院
守
恒
の
間
に
生
ま
れ
、
前
述
の
講
元
元
年
の
科
挙
に
合
格
し
た
。
そ
の
後
、
明

の
侵
略
に
遭
っ
て
父
飛
卿
は
捕
え
ら
れ
、
薦
も
父
を
人
質
に
取
ら
れ
た
為
に
菓
関
城
に
赴
き
、
軟
禁
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
逃
亡
に
成
功
し
、

（
非
理
実
的
な
仮
託
で
あ
る
が
）
神
託
に
従
っ
て
黎
利
の
も
と
に
奔
っ
た
。

　
以
上
の
経
歴
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
は
胡
氏
及
び
一
時
明
の
下
に
い
て
、
明
の
官
僚
制
を
具
さ
に
見
、
こ
う
し
た
官
僚
制
度
と
そ
の
元
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と
な
る
科
挙
の
必
覆
を
慧
し
・
又
そ
れ
を
黎
朝
に
期
待
し
て
い
た
に
違
い
な
い
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
無
二
の
後
、
『
全
書
』
等
の
史
料
に
拠
る
漁
り
、
彼
は
功
臣
の
一
人
で
あ
り
な
が
ら
努
め
て
清
化
集
団
と
は
距
離
を
お
い
て
権
力
闘
争
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

か
ら
離
れ
、
専
ら
諸
説
度
の
制
定
、
礼
楽
の
普
及
、
法
典
の
整
備
等
に
没
頭
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
彼
の
独
壇
場
で
あ
っ
た

礼
楽
制
定
の
分
野
に
ま
で
、
他
人
の
横
槍
が
入
っ
て
き
た
。
『
全
書
』
巻
十
一
　
紹
平
四
年
（
一
四
三
七
）
五
月
の
条
に
よ
る
と
、
雅
楽
の
校
定

を
め
ぐ
っ
て
薦
は
太
祖
期
に
「
親
近
す
可
か
ら
ず
」
と
さ
れ
た
竃
欝
血
登
と
対
立
し
、
結
局
薦
は
こ
の
仕
事
を
辞
し
、
梁
登
の
校
定
が
採
用
さ

れ
る
事
と
な
っ
た
。
開
国
の
重
鎮
で
あ
り
、
更
に
前
朝
陳
民
の
外
孫
で
あ
っ
た
彼
に
と
っ
て
、
自
説
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
事
は
屈
辱
で
あ
っ

た
に
違
い
な
く
、
『
全
書
』
で
は
「
薦
、
其
の
事
を
辞
す
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
『
類
誌
』
巻
七
　
人
物
誌
防
薦
伝
に
よ
れ
ば
、
彼
は
全
面
的
に

辞
職
し
て
先
祖
の
原
貫
弘
南
策
地
方
の
至
霊
に
隠
居
宅
を
設
け
て
そ
こ
に
乏
し
、
時
々
朝
参
す
る
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
薦
に

と
っ
て
紹
平
元
年
の
科
挙
法
に
よ
る
科
挙
実
施
は
悲
願
で
あ
り
、
そ
れ
は
南
策
地
方
の
士
人
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
さ
て
、
大
宝
工
年
（
一
四
四
一
）
に
郷
試
が
行
な
わ
れ
た
後
、
『
大
宝
三
年
壬
戌
科
進
士
題
名
追
記
』
に
よ
る
と
、
提
調
官
黎
悪
霊
・
監
試
趙

泰
の
下
で
会
試
が
行
な
わ
れ
、
郷
試
合
格
者
四
百
五
十
人
中
三
十
三
人
が
合
格
し
た
。
そ
し
て
数
日
後
の
二
月
二
日
、
殿
試
が
行
な
わ
れ
、
翌

三
日
、
読
巻
官
阪
薦
・
院
夢
筍
・
陳
（
程
）
舜
愈
・
阻
子
晋
ら
の
採
点
を
も
と
に
太
宗
が
合
格
者
に
順
位
を
つ
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
三
十
三
人
の
合
格
者
を
出
身
地
別
に
見
る
と
、
山
南
が
十
一
人
、
山
西
が
歯
入
、
京
北
が
六
人
、
海
山
が
七
人
、
清
華
（
化
）
が
三
人
、

叉
安
が
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
『
抑
斎
集
』
巻
六
　
地
無
志
に
載
る
各
地
方
の
人
口
を
加
味
し
て
み
る
と
、
北
部
山
岳
地
方
及
び
南
方

順
化
地
方
が
一
人
も
合
格
者
を
出
し
て
い
な
い
事
を
除
け
ば
、
特
に
ど
こ
か
が
相
対
的
に
多
く
の
合
格
者
を
出
し
た
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ

る
。　

し
か
し
、
こ
の
う
ち
デ
ル
タ
の
四
承
宣
の
部
分
を
更
に
細
か
く
府
県
レ
ベ
ル
で
分
析
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
山
南
　
応
天
府
　
○
彰
徳
県
二
人
　
○
青
威
県
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
常
信
府
○
青
潭
県
二
人
○
上
福
県
一
人
○
浮
雲
県
一
人
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快
州
府

　
　
　
義
興
府

山
西
　
国
威
府

京
北
　
順
安
府

　
　
　
北
河
府

海
陽
下
六
府

　
　
　
南
策
府

○
東
一
一
一
人

仙
呂
県
一
人

大
安
県
一
人

福
禄
県
一
人

　
不
抜
県
二
人

△
嘉
定
県
一
人

○
東
岸
県
一
人

　
金
華
県
一
人

△
長
津
県
一
人

△
青
林
県
四
人

金
円
一
一
人

○
丹
鳳
県
一
人

△
善
導
県
一
人

○
を
付
し
た
も
の
は
京
師
ハ
ノ
イ
に
接
す
る
か
」

挾
ん
で
位
置
す
る
県
で
あ
り
、
△
を
付
し
た
も
の
は
南
策

地
方
及
び
阪
薦
の
隠
居
地
至
霊
県
に
接
す
る
か
、
一
つ
県

を
挾
ん
で
位
置
す
る
県
を
示
し
て
い
る
。
（
地
図
2
参
照
）

　
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
・
佐
世
両
氏
は
『
進
士
題
名
碑
記
』
や

『
大
越
歴
朝
登
科
録
』
を
利
用
し
た
細
か
い
分
析
を
行
な

っ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
に
単
な
る
「
デ
ル
タ
勢
力
」
と
は

言
い
切
れ
な
い
二
つ
の
コ
ア
の
あ
る
事
が
見
て
と
れ
よ

う
。
一
つ
は
京
師
周
辺
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
陳
末
か
ら

△
永
頼
県
一
人

△
平
河
県
一
人

　
　
　
つ
県
を

ク
イ
ビ
ン
海

山

言
肖

　　立石
三江
囲

白鶴

霧補鷲
　　　西安山
ダ

i

滴

　　カー・罰ウミ可

補　北武寧
丹東岸仙遊桂陽

河

金華京力

金維
榜先
　（新）

　　　唐安
山天施

金洞

仙呂

海。・驚霧陽水
　　　津
膏汚
　　　　　　先＼
　　　　四岐　薪

　潮江　姦明
口

紅

河

講
紅

河

薩
　
淋
安

　
　
　
　
大

南
　
膏
廉

嘉達
山本達郎編『ベトナム中国関係史』

の付地図をもとに作成

なお、浮雲県は京師の近郊なるも

位置不明の為、記さなかった。

地図2　科挙合格者の出身県
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胡
起
算
・
養
田
期
を
通
し
て
絶
え
ず
時
の
政
権
に
反
抗
を
繰
り
返
し
て
き
た
南
策
地
方
で
あ
る
。
既
述
の
如
く
、
こ
の
地
方
の
出
身
者
は
幽
明

期
の
黎
利
集
団
に
参
加
し
た
形
跡
が
無
く
、
従
っ
て
癖
毛
の
つ
て
が
無
い
と
い
う
事
で
出
遅
れ
て
い
た
。
科
挙
は
、
こ
の
南
策
勢
力
に
と
っ
て

唯
一
の
政
権
参
画
の
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
京
師
近
郊
に
合
格
者
が
多
く
出
る
で
あ
ろ
う
事
は
事
前
か
ら
予
想
さ
れ
た
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
功
臣
の
立
場
か
ら
遊
離
し
て
い
っ
た
院
薦

の
毒
す
南
策
地
方
に
、
一
大
文
人
勢
力
が
出
現
し
た
事
は
、
清
朝
集
団
の
宰
枳
達
に
衝
撃
を
与
え
た
事
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る

反
繋
の
機
会
は
意
外
に
早
く
、
四
ケ
月
余
り
後
の
同
年
七
月
遅
お
と
ず
れ
た
。
時
に
太
宗
は
阻
薦
の
隠
居
宅
に
行
幸
し
、
そ
し
て
そ
の
帰
京
の

途
中
、
八
月
四
日
に
急
死
し
た
。
太
宗
の
も
と
に
は
そ
の
寵
を
得
、
又
翫
薦
の
妻
で
も
あ
る
粛
々
路
が
侍
し
て
い
た
事
か
ら
、
「
人
皆
曰
く
、

翫
走
路
帝
を
組
す
」
と
い
う
二
言
を
も
と
に
、
十
六
日
、
院
薦
　
族
は
訣
殺
さ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
に
先
立
つ
十
二
日
に
清
朗
集
団
に
よ
っ
て
太

宗
第
三
子
仁
宗
が
擁
立
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
太
宗
急
死
に
関
し
て
、
最
初
に
こ
れ
を
寡
雨
集
団
に
よ
る
暗
殺
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
の
は
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
氏
で
あ
る
。
佐
世
氏
も
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
に
同
調
し
て
い
る
し
、
筆
老
も
そ
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
は
、
・
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
氏
の
述
べ
ら
れ
る
様
な

デ
ル
タ
勢
力
へ
の
清
化
集
団
の
反
撃
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
翫
薦
を
核
と
し
て
勢
力
を
の
ぼ
し
た
南
画
勢
力
と
清
化
集
団
の
対
立

と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
①
は
も
ミ
ミ
勲
卜
帆
ミ
寄
、
寒
卜
§
い
．
託
鼓
ρ
Q
。
鷺
○
曾
”

　
前
稿
で
筆
者
は
功
臣
の
分
類
を
行
な
い
、
九
十
五
人
の
功
臣
中
、
氏
名
の
わ
か

　
る
者
六
十
一
人
中
、
二
十
人
が
デ
ル
タ
出
身
の
可
能
性
が
あ
る
事
を
示
唆
し
た
が
、

　
中
売
方
面
で
の
戦
闘
が
長
び
い
た
為
、
こ
の
中
に
難
曲
出
身
者
が
存
在
し
た
可
能

　
性
は
薄
い
。
前
稿
、
一
二
…
一
一
二
四
頁
。

②
　
乏
竃
δ
ヨ
。
『
ρ
§
．
加
計
唱
℃
◎
一
一
や
一
S
佐
世
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
温
州
朝
国
家
の
確
立

　
過
程
に
関
す
る
一
考
察
」
『
史
挙
研
究
』
＝
ハ
七
、
一
九
八
五
、
二
五
一
二
六
頁
。

③
　
玩
臆
の
死
後
、
大
行
遣
と
な
る
陶
公
僕
な
ど
の
名
が
知
れ
る
の
み
で
あ
る
。

④
　
史
料
に
よ
っ
て
は
矛
盾
す
る
点
も
あ
る
が
、
『
大
越
歴
朝
登
科
録
』
（
テ
キ
ス
ト

　
　
　
●
　
　
●
　
　
。
　
　
　
　
　
も
ミ
曝
さ
§
　
　
．
　
の
自
《
①
ロ

　
お
①
G
。
）
に
よ
る
と
、
明
経
科
に
は
田
草
・
程
（
陳
）
二
十
・
濡
丁
重
・
院
天
縦
・

　
武
永
禎
・
翫
克
孝
・
程
顕
が
、
国
詞
科
に
は
防
天
錫
・
程
清
・
郵
恵
連
・
朱
三
省

　
・
陳
封
が
合
格
し
た
。

⑤
　
藤
原
「
黎
朝
の
科
挙
」
『
東
南
ア
ジ
ア
史
の
研
究
』
法
蔵
館
、
　
一
九
八
六
、
四

　
〇
七
i
闘
＝
一
頁
。
な
お
、
以
下
引
用
す
る
藤
原
氏
の
論
文
は
全
て
上
記
書
に
掲

　
載
さ
れ
て
い
る
。

⑥
　
桜
井
一
封
⑪
論
文
。
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⑦
　
　
「
マ
ン
ダ
ラ
権
力
」
と
は
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
氏
が
提
起
し
た
東
南
ア
ジ
ア
権
力

　
理
論
の
一
つ
で
、
権
力
者
の
個
人
的
な
能
力
の
誇
示
に
よ
っ
て
支
配
す
る
者
と
さ

　
れ
る
者
と
の
一
　
者
関
係
が
規
定
さ
れ
、
そ
の
集
積
を
特
徴
と
す
る
梅
力
論
で
あ
る
。

　
詳
し
く
は
ノ
＜
O
犀
碧
ω
マ
○
，
≦
‘
窺
凡
箋
O
曳
V
．
唾
9
ミ
黛
篭
曽
§
民
肉
Q
鷺
9
四
§
い
O
ミ
首
筒
無

　
箆
篭
§
凄
、
愚
鴨
ミ
籠
き
ω
貯
回
σ
q
巷
霞
ρ
お
。
。
邸
を
参
照
の
こ
と
。

⑧
桃
木
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
李
靱
の
軍
事
行
動
と
地
方
支
配
」
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
二

　
四
…
賜
、
一
九
八
七
。

⑨
桃
木
一
註
⑮
論
文
。

⑩
≦
三
§
o
鴨
9
≦
魯
図
星
舘
Φ
〉
（
δ
唱
霞
鉱
。
屋
g
Ω
回
貯
。
。
・
①
O
。
く
・
旨
ヨ
。
剛
諄

　
o
Q
霞
蓉
窪
お
ヨ
¢
6
蒙
漆
①
o
簿
ゴ
O
窪
窪
蔓
”
ヨ
聚
冴
馬
。
、
簿
a
富
§
．
§
織
§
9

　
0
ミ
蓉
§
翫
ミ
ミ
§
9
ヨ
N
塁
ミ
鞠
ミ
§
ミ
ミ
ミ
O
鴎
ミ
ミ
ミ
日
曜
§
§
お
9
日
置
一
一
巴

　
σ
畷
図
£
鴛
毒
一
郭
σ
o
お
”
O
o
ヌ
①
門
｛
霞
問
p
。
。
挫
ン
。
・
｛
弓
ω
ε
良
。
も
。
”
§
押
扇
a
タ

　
o
h
澱
ρ
コ
白
門
出
”
一
〇
8
”
℃
マ
①
ー
メ

⑪
　
黎
利
は
明
の
体
麟
を
守
っ
て
、
そ
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
遠
征
の
名
分
で
あ
る
「
陳
氏

　
復
興
」
に
応
じ
て
実
は
陳
氏
と
は
関
係
の
な
い
人
物
を
陳
嵩
と
名
の
ら
せ
、
こ
れ

　
を
安
南
無
王
に
冊
立
し
て
く
れ
る
よ
う
に
明
に
要
求
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
明
軍
は

　
撤
退
し
た
が
、
黎
利
は
即
位
後
、
陳
趣
を
病
没
と
し
て
殺
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
が

　
明
に
も
俵
わ
り
、
問
題
と
な
っ
た
。
藤
原
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軸
壁
前
期
の
明
と
の
関

　
係
」
九
九
i
一
〇
六
頁
。

⑫
　
藤
原
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
．
黎
朝
新
設
の
機
関
で
、
宰
相
隷
下
の
常
設
審
議
機

　
関
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
文
臣
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
憲

　
雲
・
者
は
『
類
誌
』
で
は
参
知
政
事
で
あ
っ
た
。
藤
原
「
黎
朝
聖
訓
の
官
制
改
革
」

　
四
七
〇
頁
。

⑬
　
大
行
遣
及
び
行
遣
に
関
し
て
は
『
類
誌
』
の
記
載
が
や
や
雑
な
の
で
疑
問
点
が

　
少
々
あ
る
。
以
下
列
挙
し
、
私
見
を
述
べ
た
い
。
ま
ず
大
行
遺
と
各
道
行
遣
と
の
、

　
間
に
は
ど
う
い
う
つ
な
が
り
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
史
料
も
研
究
も
無

　
い
。
た
だ
、
大
行
遣
で
あ
っ
た
翫
鰐
が
翰
林
院
密
旨
を
兼
任
し
て
い
た
事
を
考
え

　
る
と
、
大
行
遣
は
中
央
の
文
班
の
ト
ッ
プ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
各
道
行
遣
と

　
直
接
の
つ
な
が
り
は
無
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
次
に
、
各
道
行
遣
は
果
た
し
て

　
任
地
に
実
際
に
赴
い
た
の
か
ど
う
か
。
『
類
誌
』
巻
十
一
諜
　
宮
職
誌
歴
代
分
設
之

　
樋
こ
ま
、

　
ξ
耳
‘
　
‘

　
　
（
上
略
）
…
価
り
て
五
道
行
遣
を
鴛
き
、
軍
民
簿
籍
吉
島
事
を
分
掌
せ
し
む
。
（
割

　
　
註
“
酋
に
行
遣
、
次
に
霊
知
・
同
署
・
主
簿
・
道
属
等
の
官
あ
り
。
）

　
と
あ
り
、
道
の
長
官
が
行
遣
で
あ
る
事
は
明
白
だ
が
、
『
全
雷
』
に
よ
る
と
地
方

　
か
ら
中
央
へ
種
々
の
情
報
を
提
供
す
る
者
は
次
官
の
参
知
・
同
知
、
或
い
は
更
に

　
下
の
レ
ベ
ル
の
者
で
あ
る
場
含
が
ほ
と
ん
で
あ
り
、
行
遣
が
そ
の
役
割
を
演
ず
る

　
事
は
ま
れ
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
行
遣
は
中
央
に
い
て
、
参
差
・
詞
知

　
が
現
場
の
責
任
者
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

⑭
東
洋
文
庫
本
に
は
「
加
」
と
あ
り
、
ヴ
日
ヴ
ァ
ソ
マ
ウ
本
（
＜
帯
く
継
コ
ま
卿
ξ

　
心
亭
寄
華
“
ミ
§
6
ミ
“
、
。
．
轟
宕
ミ
ー
G
ミ
℃
ω
㊤
お
。
コ
藁
り
鐙
）
に
は
「
如
」
と
あ

　
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
に
従
う
。

⑯
藤
原
氏
は
科
挙
が
紹
平
六
年
か
ら
大
宝
三
年
に
延
期
さ
れ
た
事
に
関
し
、
漠
然

　
と
「
準
備
が
整
わ
な
か
っ
た
為
」
（
藤
原
註
⑤
論
文
、
四
一
七
頁
）
と
し
た
。
佐

　
世
氏
は
真
平
法
が
聖
君
の
科
挙
法
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

　
手
続
き
や
設
備
そ
の
他
の
遅
延
に
よ
る
延
期
な
ど
で
は
あ
り
得
な
い
、
と
し
た
上

　
で
、
こ
の
遅
れ
を
「
開
国
功
臣
に
妨
害
」
に
よ
る
も
の
だ
と
す
る
。
佐
世
前
掲
論

　
文
、
三
二
頁
。
残
念
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
実
力
行
使
が
あ
っ
た
事
を
窺
わ
せ
る
よ

　
う
な
史
料
は
無
い
。
た
だ
、
前
稿
で
論
じ
た
雪
平
四
年
の
黎
察
…
派
の
失
脚
（
前

　
稿
、
＝
一
六
…
一
二
七
頁
）
や
、
後
述
す
る
科
挙
描
進
者
の
代
表
格
の
院
膓
の
辞

　
職
（
紹
平
四
年
五
月
）
な
ど
が
そ
の
原
因
の
一
つ
に
あ
た
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
な
お
、
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
氏
は
こ
の
科
挙
法
に
関
し
ほ
と
ん
ど
言
及
が
無
い
。

⑯
太
宗
や
翫
鷹
が
胡
氏
の
行
な
っ
た
政
策
に
網
当
関
心
を
示
し
て
い
た
事
は
、
『
全

　
書
』
巻
十
一
　
紹
平
四
年
（
一
四
三
七
）
夏
四
月
の
条
に
、

　
　
帝
（
太
宗
）
、
胡
氏
の
手
脚
及
び
詩
文
を
観
ん
と
欲
す
。
玩
磨
、
采
録
し
て
国
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語
詩
文
数
十
篇
を
得
、
之
を
上
る
。

　
と
あ
る
薯
か
ら
も
窺
え
る
。

⑰
　
大
行
重
職
が
黎
初
の
官
制
で
半
ば
浮
き
あ
が
っ
た
存
在
在
で
あ
っ
た
箏
は
註
⑧

　
参
照
。

⑱
　
　
『
蔵
書
』
幾
十
冒
頭
に
、
太
祖
の
業
績
と
し
て
、

　
　
即
位
に
及
び
、
律
令
を
定
め
、
礼
学
を
制
し
、
科
目
を
設
け
、
禁
衛
を
無
き
、

　
　
官
職
を
建
て
、
府
県
を
立
て
、
図
書
を
収
め
、
学
狡
を
警
む
。
創
業
の
宏
談
有

　
　
り
と
謂
う
べ
し
。

　
と
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
大
半
の
事
業
に
阪
薦
が
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑲
テ
キ
ス
ト
は
0
8
＜
δ
昌
↓
冨
r
需
兎
馬
簿
卜
嬉
鳥
㌣
§
。
魯
↓
殻
ギ
曾
b
劔

　
b
§
ミ
し
口
馬
肉
熟
（
黎
朝
罪
科
進
士
題
名
碑
記
y
の
ξ
穿
。
謹
巳
臥
ρ
ツ
お
①
一
、

　
℃
勺
・
⊆
。
1
①
を
使
用
。
た
だ
こ
の
碑
文
に
関
し
て
は
↓
㌫
嵩
堅
陣
ヨ
8
映
ジ
国
け
鼠
。

　
詔
＝
⑦
＜
雪
シ
嵩
鰹
O
o
鵠
㌣
瓢
O
一
（
蒋
⑦
旨
℃
一
。
9
智
ご
＃
賢
四
ε
8
）
℃
し
む
吋
爵
O

　
×
い
く
、
搭
日
℃
や
鎗
の
次
に
こ
の
碑
の
か
な
り
鮮
明
な
拓
本
写
真
が
載
っ
て
い

　
る
。
こ
の
両
者
を
比
較
す
る
と
、
例
え
ば
首
席
合
格
者
竃
馬
の
出
身
地
に
関
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ

　
前
者
は
　
　
　
　
青
威
鼠
三
春
社
人
二
十
歳
中

　
後
老
は
　
応
天
府
青
威
県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
と
あ
り
、
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
当
然
写
真
の
方
が
正
し
い
と
す
べ
き
で
あ

　
る
が
、
前
者
は
ど
う
も
『
大
越
歴
朝
登
科
録
』
に
よ
っ
て
出
身
地
を
記
し
た
ら
し

　
い
。
な
お
、
合
格
者
に
与
え
ら
れ
た
称
弩
は
墾
宗
以
前
で
は
三
元
・
膀
眼
・
探
花

　
郎
・
正
栃
・
附
傍
で
あ
っ
た
（
藤
原
前
掲
論
文
、
四
三
ニ
ー
四
三
三
頁
）
が
、
本

　
稿
で
は
第
一
甲
・
二
甲
・
三
甲
で
統
一
し
て
記
す
事
に
す
る
。

⑳
　
こ
の
碑
は
聖
宗
洪
徳
十
五
年
（
一
四
八
四
）
に
建
て
ら
れ
た
為
、
地
名
は
光
順

　
十
年
（
一
照
六
九
）
以
降
の
行
政
区
画
に
従
っ
て
い
る
。
そ
の
序
列
は
以
下
の
通

　
り
で
あ
る
。

　　

ｳ
宣
一
府
H
牒

　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

⑳
　
浮
雲
県
は
他
史
料
に
見
え
な
い
が
、
註
⑮
の
拓
本
写
真
に
は
常
信
府
と
あ
る
の

　
で
、
そ
れ
に
従
う
。

⑫
　
こ
こ
で
、
ハ
ノ
イ
地
方
の
勢
力
に
つ
い
て
も
一
言
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
ハ
ノ
イ
は
、
唐
代
に
は
安
南
都
護
府
が
置
か
れ
、
本
ず
朝
以
降
、
諸
王
朝
の
国
都

　
と
な
っ
た
古
い
歴
史
が
あ
る
。
従
っ
て
、
中
園
の
先
進
文
化
受
容
の
点
で
は
南
方

　
の
清
福
地
方
な
ど
に
比
べ
て
は
る
か
に
進
ん
で
お
り
、
薫
化
よ
り
勃
興
し
た
黎
朝

　
と
の
聞
に
微
妙
な
緊
張
状
態
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
例
が
、

　
佐
世
氏
も
指
摘
す
る
（
佐
世
前
掲
論
文
、
二
六
頁
）
京
路
（
ハ
ノ
イ
）
出
身
の
開

　
國
功
臣
蒋
文
書
の
殺
害
で
あ
る
。
彼
は
功
臣
ラ
ン
ク
の
最
上
位
ク
ラ
ス
に
あ
り
、

　
縮
窄
大
使
と
い
う
大
任
に
つ
い
て
い
た
が
、
回
路
で
の
人
気
が
高
す
ぎ
た
為
、
誕

　
言
を
受
け
、
太
祖
の
命
で
殺
さ
れ
た
（
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
二
　
萢
文
範
伝
）
。

　
　
こ
の
よ
う
な
緊
張
を
は
ら
ん
だ
中
、
科
挙
の
開
始
と
と
も
に
、
ハ
ノ
イ
勢
力
が

　
拾
頭
し
て
く
る
の
は
前
記
の
如
く
、
文
化
の
先
進
地
域
で
あ
っ
た
が
為
に
当
然
の

　
成
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ハ
ノ
イ
周
辺
は
京
師
ハ
ノ
イ
を
除
い
て
東
西
南

　
北
の
四
道
に
分
割
さ
れ
、
そ
の
結
接
点
（
南
策
勢
力
で
は
慰
霊
県
が
こ
れ
に
あ
た

　
ろ
う
）
で
あ
る
ハ
ノ
イ
が
清
幽
集
団
を
中
心
と
す
る
黎
朝
に
圏
都
と
し
て
押
え
ら

　
れ
て
い
た
。
為
に
東
道
の
東
半
を
占
め
て
い
た
南
潜
勢
力
の
よ
う
に
、
ま
と
ま
つ

　
た
行
動
を
起
こ
し
た
形
跡
は
史
料
か
ら
は
窺
え
な
い
。
よ
っ
て
、
ハ
ノ
イ
の
文
人

　
勢
力
は
王
朝
側
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
推
測
も
成

　
了
し
う
る
の
で
あ
る
。
筆
者
が
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
氏
の
如
く
、
耳
孔
対
デ
ル
タ
と
い

　
う
単
純
な
構
図
を
も
ち
得
な
い
理
由
の
一
つ
が
こ
こ
に
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

㊥
　
『
全
轡
』
巻
十
一
　
同
年
八
月
四
幅
の
条

＠
　
箋
匡
葺
ゴ
。
弓
9
0
特
。
ミ
ニ
℃
℃
・
ω
O
l
ω
c
。
9
こ
の
末
尾
で
氏
は
、
「
帝
の
突
然
の
、
そ

　
し
て
奇
怪
な
死
が
、
タ
ィ
ン
ホ
ア
グ
ル
ー
プ
の
総
合
的
な
再
確
立
を
も
た
ら
し
た
」

　
と
述
べ
て
い
る
。

⑮
　
佐
世
前
掲
論
文
、
三
〇
一
三
～
頁
。
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さ
て
、
昼
餐
が
錦
位
し
、
そ
の
実
母
院
氏
が
摂
政
と
な
り
、
清
化
集
団
が
政
権
を
握
っ
て
い
る
下
で
、
第
一
回
の
科
挙
合
格
者
は
ど
の
よ
う

に
扱
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
第
一
甲
第
三
名
の
院
如
堵
・
同
第
三
名
の
梁
如
鵠
が
そ
れ
ぞ
れ
翰
林
院
知
制
講
・
御
前
学
生
局

長
の
肩
書
を
も
っ
て
大
和
元
年
（
一
四
四
一
一
一
）
の
遣
明
使
に
名
を
連
ね
て
い
る
他
は
史
料
は
沈
黙
し
て
い
る
。
彼
ら
の
う
ち
の
ご
く
一
部
の
名
が

再
び
史
料
に
登
場
す
る
の
は
大
和
六
年
（
一
四
四
八
）
以
降
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
述
紹
平
元
年
の
科
挙
法
に
よ
る
と
三
年
一
大
比
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
に
も
拘
ら
ず
、
大
宝
三
年
（
一
四
四
五
）
の
三
年
後
に

あ
た
る
大
和
三
年
に
は
科
挙
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
太
宗
と
乱
費
が
存
命
し
て
お
れ
ば
間
違
い
な
く
実
施
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
事
は
、
大
宝
三

年
の
科
挙
に
第
三
甲
第
十
四
名
（
総
合
二
十
四
位
）
で
合
格
し
た
郵
鉄
長
が
、
六
十
四
歳
と
い
う
高
齢
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
成
績
に
あ
き
足
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

合
格
を
辞
し
て
次
回
に
期
し
た
事
に
よ
っ
て
も
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
佐
世
氏
は
科
挙
延
期
の
理
由
と
し
て
、
「
開
国
功
臣
に
よ
る
妨
害
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
う
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
妨
害
の
内
容
に
ま
で
は
言
及
し
て
い
な
い
。
筆
者
は
、
そ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
、
開
国
時
に
み
ら
れ

た
功
臣
の
人
事
権
が
な
お
生
ぎ
て
い
て
文
官
の
ポ
ス
ト
不
足
を
生
み
、
科
挙
官
僚
を
増
や
す
余
地
が
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ

し
て
そ
の
実
態
を
大
和
六
年
の
科
挙
と
翌
七
年
の
人
事
異
動
策
を
も
と
に
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
大
和
六
年
、
郵
克
復
を
主
調
、
何
栗
を
監
試
と
し
て
会
試
が
行
な
わ
れ
、
七
百
七
十
入
の
郷
試
合
格
者
か
ら
二
十
七
人
を
採
り
、
八
月
二
十

三
日
、
殿
試
に
よ
り
順
位
が
つ
け
ら
れ
た
。
例
に
よ
っ
て
そ
の
出
身
地
を
府
県
レ
ベ
ル
で
示
し
て
み
よ
う
（
デ
ル
タ
四
承
宣
の
み
）
。

　
　
山
南
応
天
府
　
○
彰
徳
県
王
人
　
○
青
威
県
二
人

　
　
　
　
　
常
信
府
　
○
青
潭
県
一
人
　
○
上
福
県
二
人

　
　
　
　
　
快
州
府
　
　
天
施
県
一
人

　
　
　
　
　
覆
仁
府
　
　
青
廉
県
一
入
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山
西

海京
陽北

太
平
府

国
威
府

三
帯
府

順
安
府

上
洪
府

下
洪
府

南
策
府

瑞
英
県
一
人

○
丹
鳳
県
一
人

白
鶴
県
工
人

○
武
江
県
一
人

唐
安
県
一
人

△
四
岐
県
二
人

△
青
林
県
一
人

○
慈
廉
県
一
人
　
安
山
県
一
人

△
永
頼
県
一
人

68　（6S）

こ
れ
を
見
る
と
、
大
宝
三
年
の
勢
力
分
布
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
京
師
付
近
に
相
変
ら
ず
合
格
者
が
集
中
（
＋
一
人
）
し
た
の
に
対
し
、

南
策
地
方
は
わ
ず
か
四
人
に
激
減
し
、
そ
の
他
は
概
し
て
拡
散
し
て
い
る
。
こ
れ
は
各
地
の
士
人
が
こ
の
科
挙
の
実
施
に
大
い
に
発
奮
し
た
為

と
察
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
科
挙
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
不
正
が
発
覚
し
た
。
そ
れ
は
、
血
を
以
て
盟
誓
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
考
官
が
採
点
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
っ
て
私
情
を
挾
ん
だ
と
い
う
疑
い
が
も
た
れ
、
そ
れ
が
大
い
に
世
情
を
騒
が
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
、
お
そ
ら
く
清
化
集
団
の
意
を
う
け
た
考
官
の
不
正
の
為
、
藤
原
琉
の
論
じ
た
如
く
、
こ
の
後
、
科
挙
に
対
す
る
士
人
の
人
気
は

急
速
に
落
ち
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
同
年
十
二
月
に
彼
ら
の
処
遇
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
第
一
甲
合
格
者
と
第
三
甲
と
の

間
に
破
格
の
差
が
あ
る
事
が
わ
か
る
。
第
一
甲
亜
綱
者
は
、
翰
林
直
学
士
・
中
書
舎
人
・
翰
林
知
綱
論
等
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
第

三
甲
合
格
者
は
実
職
の
無
い
御
前
学
生
に
充
て
ら
れ
た
。
大
宝
三
年
の
合
格
者
も
こ
れ
と
同
様
の
処
遇
が
為
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
為
に
彼
ら
は

熱
心
に
功
臣
の
歓
心
を
買
う
こ
と
に
汲
々
と
な
り
、
大
宝
三
年
に
第
三
甲
第
十
六
名
（
総
合
二
十
六
位
）
で
合
格
し
た
憂
国
蕉
は
、
大
和
七
年

（一

l
四
九
）
七
月
に
、
「
世
豪
に
逸
し
て
」
司
刑
大
夫
に
出
世
し
、
又
同
じ
く
第
三
館
腰
十
一
名
（
総
合
二
十
一
位
）
で
合
格
し
た
黎
窯
は
、
大
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぐ

七
年
十
一
月
に
起
こ
っ
た
都
督
雄
犬
の
男
黎
貫
之
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
諌
官
で
あ
り
な
が
ら
、
「
燦
ん
で
言
う
能
わ
ず
」
と
い
う
て
い
た
ら
く

で
、
巷
の
童
子
に
「
吾
、
台
官
為
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
恨
む
の
み
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
清
母
集
団
を
中
心
と
す
る
功
臣
達
は
、
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科
挙
の
実
施
後
も
一
応
自
己
の
権
益
を
維
持
す
る
事
に
成
功
し
、
南
策
勢
力
の
抑
え
込
み
に
も
成
功
し
た
か
に
み
え
た
。

　
し
か
し
、
文
職
の
充
実
を
臼
指
す
仁
多
と
院
太
后
は
、
大
和
七
年
に
官
吏
任
用
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
ま
ず
史
料
を

列
挙
し
よ
う
。

　
ω
中
丞
何
栗
を
以
て
無
道
参
知
簿
籍
と
為
し
、
台
官
簿
領
脚
・
国
子
教
授
萢
維
寧
を
並
び
に
監
察
御
史
と
為
す
。
国
子
下
直
講
サ
子
平
を
安
撫
副
使
と
為
し
、

　
　
内
密
院
岡
知
翠
黛
を
副
使
と
為
し
、
殿
中
侍
御
史
程
駅
を
安
撫
副
使
と
為
す
。
御
前
学
士
郡
允
美
・
監
生
母
睡
中
・
防
自
得
・
高
文
歯
を
難
路
転
瞬
副
使
と

　
　
為
す
。
監
生
を
県
官
に
除
す
る
は
剛
中
等
よ
り
始
む
。
（
『
全
書
』
巻
十
一
　
同
年
八
月
の
条
）

　
②
監
生
魯
純
∴
氾
公
粘
等
三
十
人
を
画
道
の
属
吏
と
為
す
。
監
生
を
属
吏
に
充
つ
る
は
此
れ
よ
り
始
む
。
（
量
器
＋
　
月
の
条
）

　
③
南
策
上
路
安
撫
副
使
阪
直
を
以
て
翰
林
防
侍
講
と
為
し
、
帰
化
路
安
上
使
防
如
堵
・
国
威
下
路
安
撫
副
使
梁
如
鵠
を
並
び
に
翰
林
直
学
士
と
為
す
。
路
教
授

　
　
程
伯
恭
・
陶
復
礼
を
並
び
に
監
察
御
史
と
為
す
。
翰
林
院
直
学
士
翫
尭
盗
を
新
興
上
路
安
撫
使
と
為
し
、
中
書
舎
人
邸
翼
長
を
清
化
南
路
安
撫
使
と
為
し
、

　
　
朱
添
威
を
新
興
下
路
安
撫
使
と
為
す
。
…
（
以
下
略
）
（
同
年
十
一
月
の
条
）

　
こ
れ
ら
に
関
し
て
も
既
に
先
学
の
言
及
が
あ
る
。

　
ま
ず
黎
朝
の
学
校
制
度
に
関
し
て
研
究
を
行
な
っ
た
藤
原
氏
は
、
国
子
監
が
開
国
功
臣
の
子
弟
・
民
間
の
郷
試
含
格
者
・
会
試
の
第
四
場
合

格
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
者
が
集
う
、
一
種
の
受
験
予
備
校
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
事
を
論
じ
た
上
で
、
②
の
措
置
を
、
監
生
の
能
力
に
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

じ
て
吏
職
に
せ
よ
就
か
せ
、
群
生
を
新
陳
代
謝
さ
せ
、
国
子
監
の
機
能
を
よ
り
ょ
く
発
揮
さ
せ
る
為
の
も
の
と
評
価
し
た
。

　
次
に
佐
岩
盤
は
、
ω
・
㈲
は
、
中
央
と
地
方
の
官
僚
を
交
替
さ
せ
る
事
に
よ
り
、
帝
の
上
意
下
達
を
容
易
に
し
、
翼
主
権
の
強
化
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
、
②
に
つ
い
て
は
、
能
生
を
地
方
に
赴
任
さ
せ
る
事
に
よ
り
地
方
に
お
い
て
科
挙
の
振
興
を
計
る
事
を
目
的
と
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
で
あ
る
と
理
解
し
た
。

　
し
か
し
、
ω
や
②
の
如
く
、
謙
辞
を
優
遇
す
る
事
は
、
た
だ
で
さ
え
少
な
い
文
官
の
ポ
ス
ト
を
更
に
せ
ば
め
る
事
に
な
り
、
科
挙
の
人
気
を

よ
り
落
と
し
め
、
ω
の
前
半
部
分
や
③
の
如
き
、
佐
世
氏
が
述
べ
た
よ
う
な
重
要
な
方
策
に
灘
．
酷
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
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か
。
そ
れ
が
証
拠
に
、
三
た
び
三
年
一
大
比
は
守
ら
れ
ず
、
次
の
科
挙
は
大
和
十
一
年
（
一
四
五
三
）
ま
で
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
ω
・
②
の
策

は
人
気
の
落
ち
た
科
挙
を
な
ん
と
か
復
興
し
皇
帝
権
の
強
化
を
計
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
筆
者
も
考
え
る
が
、
実
際
は
逆
の
結
果
を
生

ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
南
策
勢
力
の
士
人
に
と
っ
て
、
政
権
参
画
に
残
さ
れ
た
道
は
科
挙
を
お
い
て
他
に
無
か
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
制

約
を
受
け
な
が
ら
も
実
施
さ
れ
た
大
和
十
一
年
の
科
挙
に
お
い
て
、
南
策
地
方
は
合
格
者
を
二
十
五
人
中
十
人
出
し
、
再
び
勢
力
を
も
り
返
し

⑧た
。
だ
が
、
こ
の
科
挙
で
は
第
一
甲
が
存
在
せ
ず
、
科
挙
の
人
気
は
落
ち
る
一
方
で
、
四
た
び
延
期
さ
れ
た
延
寧
五
年
（
一
四
五
八
）
の
科
挙
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

合
格
者
は
四
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
南
策
勢
力
の
進
出
は
、
科
挙
の
不
人
気
と
相
ま
っ
て
仁
宗
朝
で
は
し
だ
い
に
阻
ま
れ
て
い
っ
た
と
言
え
る

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
西

①
　
『
野
史
輯
編
』
巻
四
　
太
和
六
年
の
条
。

②
佐
世
前
掲
論
文
、
三
二
頁
。

③
　
清
化
集
団
の
一
員
で
あ
る
鄭
克
復
は
参
預
糊
政
と
し
て
政
権
に
参
画
し
て
お
り
、

　
又
そ
の
子
伯
涯
が
尚
主
す
る
な
ど
、
こ
の
時
点
で
は
院
太
后
の
信
任
が
厚
か
っ
た
。

　
　
　
マ
マ

④
　

『
太
和
六
年
戊
辰
科
　
進
士
題
名
漁
り
顔
料
（
テ
キ
ス
ト
は
O
p
o
く
諭
p
目
罠
ご
§
．

　
偽
焼
譜
”
や
ト
。
ド
も
ω
）
に
よ
る
。

⑤
　
　
『
全
書
』
巻
十
一
　
同
年
八
月
の
条
に
よ
る
と
、
考
官
が
偏
聴
し
た
の
を
読
巻

　
官
阯
夢
筍
や
監
考
同
亨
発
が
無
視
し
、
こ
れ
に
対
し
て
同
考
玩
天
錫
が
不
服
を
申

　
し
た
て
、
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
不
正
が
、
愚
策
勢
力
の
抑
え
込
み
に
一

　
役
か
っ
た
事
も
考
え
ら
れ
る
。

⑥
藤
原
「
黎
朝
前
期
の
学
校
」
、
四
五
四
…
四
五
九
頁
。

⑦
佐
世
前
掲
論
文
、
三
四
…
三
六
頁
。

⑧
『
大
越
歴
朝
登
科
録
』
に
よ
り
、
合
格
者
の
出
身
地
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

　
山
南
　
応
天
府
○
青
膨
県
二
人

　
　
　
快
州
府
　
○
心
安
県
一
人
　
　
葵
蓉
娯
一
人

　
　
　
薇
仁
府
　
維
新
県
一
人
　
金
榜
県
一
人

海京
陽北

父
安

国
威
府

三
帯
府

南
陽
府

臨
挑
府

順
安
府

上
洪
府

下
洪
府

南
策
府

忌
門
府

二
人

○
慈
廉
県
一
人

　
立
石
県
一
人

　
不
抜
県
一
人

　
山
応
機
～
人

○
細
江
県
一
人

　
唐
安
県
～
人

△
長
津
県
一
人

△
青
林
県
二
人

△
東
潮
県
一
人

　
超
類
県
　
人

△
錦
江
県
一
人

△
四
岐
県
一
人

△
清
河
県
一
人

△
爽
山
県
～
人

△
水
業
県
二
人

　
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
京
師
付
近
の
合
格
者
が
激
減
し
、
科
挙
の
人
気
が
中
央
で
は

　
次
第
に
落
ち
て
き
た
事
が
窺
え
る
。

⑨
　
山
南
常
儒
府
青
膚
県
一
人
、
応
天
府
彰
徳
県
～
人
、
山
西
三
塁
府
安
楽
県
一
人
、

　
京
北
慈
山
府
東
岸
県
一
人
が
そ
の
内
訳
で
あ
る
。
合
格
者
は
い
つ
れ
も
京
師
付
近

　
の
娼
身
者
で
あ
り
、
こ
の
科
挙
が
全
国
規
模
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
推
定
す
る

　
事
も
可
能
で
あ
る
。
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科
挙
の
復
活
と
南
策
勢
力
の
再
浮
上
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南
策
勢
力
は
文
官
の
面
で
は
ゆ
き
づ
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
　
一
方
、
武
人
の
方
も
事
態
は
同
様
で
あ
っ
て
相
変
ら
ず
中
央
の
禁
軍
及
び
地
方
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
枢
要
は
清
化
集
団
に
握
ら
れ
て
い
た
。
こ
之
に
、
一
大
謀
議
が
為
さ
れ
る
。
南
策
地
方
を
貫
地
と
す
る
母
を
も
つ
廃
太
子
諒
山
王
耳
垂
の
ク

ー
デ
タ
で
あ
る
。
こ
の
ク
…
デ
タ
を
主
導
し
た
の
は
南
策
に
近
い
永
頼
県
の
出
身
者
で
あ
る
萢
屯
・
薬
事
ら
で
あ
っ
た
。

　
延
寧
六
年
（
一
四
五
九
）
十
月
三
日
夜
半
、
ク
ー
デ
タ
は
成
功
し
、
仁
宗
と
院
太
后
は
斌
さ
れ
、
後
に
清
母
集
団
の
宰
相
達
も
殺
さ
れ
た
。

　
前
稿
で
も
触
れ
た
が
、
こ
の
ク
ー
デ
タ
及
び
年
篭
の
統
治
に
関
し
て
は
、
先
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
が
あ
る
。

　
ま
ず
藤
原
氏
は
、
後
章
史
料
に
あ
る
六
部
設
置
が
事
実
で
あ
っ
た
事
を
論
証
さ
れ
、
軍
民
の
統
治
が
後
の
質
料
の
官
制
改
革
の
先
駆
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
③

た
と
評
価
さ
れ
た
。

　
次
い
で
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア
氏
は
、
宜
民
の
母
上
氏
が
海
陽
の
出
身
者
で
あ
っ
た
事
、
そ
し
て
ク
ー
デ
タ
に
協
力
し
た
の
も
同
地
の
出
身
者
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

つ
た
事
か
ら
、
こ
れ
を
激
化
集
団
に
対
す
る
デ
ル
タ
勢
力
の
反
撃
の
一
例
で
あ
る
と
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
科
挙
官
僚
が
支
持
し
た
と
さ
れ
た
。

　
更
に
佐
世
氏
は
前
二
者
の
説
を
ま
と
め
、
デ
ル
タ
出
身
の
母
を
も
つ
宜
民
を
科
挙
系
官
僚
が
支
持
し
、
急
進
的
に
中
央
集
権
化
を
計
っ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
三
者
の
説
を
ま
と
め
る
と
、
地
域
的
に
は
デ
ル
タ
対
清
勝
、
政
治
志
向
の
面
で
は
宜
民
と
科
挙
官
僚
対
開
国
功
臣
、
と
い
う
構
図
が
描
か
れ

た
の
で
あ
る
。

　
宜
民
の
統
治
の
内
容
を
語
る
の
が
次
に
引
く
史
料
で
あ
る
。

　
宜
民
、
府
県
を
置
く
こ
と
を
議
す
。

　
宜
民
、
六
部
・
六
科
・
府
県
州
官
を
分
設
す
。

　
　
　
（
『
全
書
』
巻
十
二
　
天
興
二
年
（
一
四
六
〇
）
二
月
の
条
）
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⑥

　
前
述
の
如
く
、
藤
原
氏
は
こ
の
期
の
六
部
設
置
が
事
実
で
あ
っ
た
事
を
論
じ
ら
れ
た
。
ま
た
佐
世
氏
の
説
か
れ
る
如
く
、
地
方
官
改
設
の
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
よ
っ
て
、
大
量
の
文
官
ポ
ス
ト
が
生
じ
、
そ
れ
に
科
挙
系
官
僚
が
数
多
く
登
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
事
は
想
像
に
難
く
な
い
。
佐
世
氏
は
更
に
、

纂
奪
直
後
、
宜
民
に
よ
り
明
に
派
遣
さ
れ
た
者
の
中
に
、
多
数
の
科
挙
系
官
僚
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
事
を
指
摘
し
、
自
説
の
根
拠
の
一
つ
と

　
　
　
⑧

し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
事
か
ら
直
ち
に
科
挙
官
僚
が
下
民
を
支
持
し
、
一
気
に
政
権
を
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

も
し
、
科
挙
官
僚
が
熱
烈
に
宜
民
を
支
持
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
宜
艮
を
倒
し
て
即
位
し
た
聖
王
の
時
代
に
、
彼
ら
が
何
ら
か
の
処
置
を
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
が
、
そ
の
様
な
例
は
史
料
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
前
宵
で
引
用
し
た
『
大
越
通
史
』
巻
三
十
一
　
寒
暑
伝
や
『
黎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

朝
興
国
功
業
術
志
』
巻
一
　
単
寧
六
年
己
卯
冬
十
月
初
薫
日
の
条
に
よ
る
と
、
こ
の
新
政
権
の
実
権
は
、
ク
ー
デ
タ
に
功
の
あ
っ
た
軍
人
萢
屯

・
濡
般
・
陳
陵
ら
が
握
り
、
他
の
文
武
官
は
「
各
≧
口
を
繊
じ
」
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
宜
民
が
官
僚
制
度
の
整
備
を
実
施
し
、
そ
し
て
数
多
く
の
文
官
ポ
ス
ト
が
生
じ
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
統
治
の
実
態
は
、
上

述
の
如
く
ク
ー
デ
タ
の
功
臣
が
権
力
を
握
っ
た
の
で
あ
り
、
宮
殿
調
国
家
の
完
成
は
聖
宗
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
又
、
ウ
ィ
ッ
ト
モ
ア

氏
の
言
う
地
域
対
立
の
点
で
考
え
る
な
ら
ば
、
デ
ル
タ
の
警
策
以
外
の
地
方
の
動
向
が
知
れ
ぬ
以
上
、
デ
ル
タ
対
清
化
と
す
る
べ
き
で
は
な
く
、

よ
り
厳
密
に
、
南
策
の
軍
人
勢
力
対
清
化
集
団
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
古
型
二
年
（
一
光
順
元
年
）
六
月
六
日
に
翫
熾
・
丁
列
挙
清
士
集
団
に
よ
る
逆
ク
ー
デ
タ
が
成
功
し
、
宜
民
は
廃
さ
れ
、
嬰
宗
が
迎
え
ら
れ
て

帝
位
に
つ
い
た
。
本
来
な
ら
当
然
清
化
集
団
に
よ
る
政
権
掌
握
が
復
活
し
た
は
ず
だ
が
、
前
置
で
論
じ
た
如
く
、
終
業
・
丁
子
は
宰
梢
に
任
じ

ら
れ
た
も
の
の
、
下
位
の
禁
軍
と
の
統
属
関
係
は
切
れ
て
お
り
、
そ
の
位
は
実
質
を
伴
な
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
清
化
集
団
に
よ
る

重
圧
か
ら
解
き
放
た
れ
た
科
挙
が
、
難
民
期
の
大
量
の
文
富
ポ
ス
ト
の
増
加
に
も
刺
戟
さ
れ
て
、
こ
れ
以
降
再
び
隆
盛
を
み
る
よ
う
に
な
る
の

は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。

　
藤
原
氏
は
光
順
四
年
（
一
四
六
三
）
の
科
挙
成
功
の
具
体
的
な
原
因
と
し
て
、
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ω
　
前
年
に
保
梅
郷
試
演
が
定
め
ら
れ
、
受
験
者
の
質
を
直
結
者
が
保
証
す
る
事
に
よ
り
、
科
挙
に
対
す
る
社
会
的
信
用
が
高
ま
っ
た
事

②
　
合
格
老
に
進
士
及
第
等
の
称
号
が
始
め
て
用
い
ら
れ
た
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

な
ど
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
に
よ
っ
て
こ
の
科
挙
は
、
会
試
に
応
じ
た
者
千
四
百
余
人
、
合
格
老
四
十
四
人
と
い
う
隆
盛
ぶ
り
を

　
　
⑫

示
し
た
。
筆
老
は
更
に
二
つ
の
特
徴
を
こ
の
科
挙
に
つ
け
加
え
る
事
が
で
き
る
。

　
一
つ
は
こ
の
科
挙
の
試
験
官
に
、
そ
れ
以
前
の
科
挙
合
格
者
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
『
光
順
四
年
癸
未
科
進
士
題
名
碑
記
』
に

よ
る
と
、
防
来
・
懸
念
と
い
っ
た
開
國
功
臣
の
子
孫
が
双
調
官
と
な
る
一
方
で
、
翫
講
演
・
院
如
堵
・
歯
面
駿
と
い
っ
た
科
挙
官
僚
が
読
巻
官

に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
そ
れ
以
前
の
科
挙
に
お
い
て
も
太
祖
期
の
明
経
科
・
静
逸
科
の
合
格
者
が
急
雨
官
と
な
っ
て
い
る
が
、

正
式
な
科
挙
官
僚
が
こ
れ
に
任
じ
ら
れ
る
の
は
始
め
て
の
事
で
あ
り
、
士
人
の
科
挙
に
対
す
る
人
気
を
高
め
る
点
で
大
い
に
貢
献
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
い
ま
一
つ
は
、
科
挙
合
格
巻
の
出
身
地
が
よ
り
一
層
の
拡
が
り
を
見
せ
、
更
に
南
策
勢
力
も
再
び
大
量
の
合
格
者
（
十
三
人
）
を
生
ん
で
い
る

と
い
う
事
で
あ
る
。
内
訳
は
、

山
南

山
西

悠
天
府

常
信
府

快
州
府

覆
仁
府

義
興
府

長
安
府

先
興
府

国
威
府

○
彰
徳
県
二
人

○
上
福
県
一
人

○
東
安
県
一
人

平
陸
県
一
人

　
天
本
県
一
人

嘉
遠
県
一
人

　
青
爾
県
一
．
一
人

○
慈
廉
県
一
人

　o　o
天浮青
施雲威
県県県

人人人

福
禄
県
一
人
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京
北

海
陽

三
帯
府

順
安
府

慈
山
府

上
洪
府

下
洪
府

南
策
府

荊
門
府

二
人

二
人

安
楽
県
一
人

○
細
江
県
一
人

○
東
岸
県
二
人

唐
安
県
三
人

青
汚
県
一
人

△
青
林
県
二
人

△
至
霊
県
一
人

新
豊
県
二
人

仙
遊
県
一
人

△
錦
江
県
一
人

△
四
岐
県
二
人

△
平
河
県
二
人

△
金
城
県
一
人

△
桂
陽
県
一
人

△
永
頼
県
一
人

△
新
明
県
｝
人

△
水
巣
県
一
人

　
　
清
化

　
　
叉
安

で
あ
り
、
こ
れ
も
こ
の
科
挙
が
清
化
集
団
の
禦
肘
か
ら
離
れ
、
純
粋
に
文
臣
の
登
竜
門
と
な
っ
た
事
を
士
入
が
認
め
た
為
と
言
え
よ
う
。

　
藤
原
氏
は
三
年
一
大
比
が
こ
の
光
順
四
年
の
科
挙
以
降
成
立
し
た
事
を
評
価
し
て
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
科
挙
が
こ
の
光
順
四
年
を
以
て
確
立
し

　
　
　
　
⑬

た
と
す
る
が
、
筆
者
は
、
そ
れ
以
前
の
科
挙
及
び
科
挙
官
僚
が
、
專
ら
清
化
集
団
を
中
心
と
す
る
功
臣
に
制
御
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
の

科
挙
が
調
号
以
降
拡
充
さ
れ
た
文
官
ポ
ス
ト
に
恒
常
的
に
士
人
を
送
り
込
む
試
験
と
な
っ
た
と
い
う
点
を
つ
け
加
え
て
、
氏
の
言
に
同
調
し
た

い
。
そ
し
て
、
こ
の
科
挙
の
確
立
に
よ
っ
て
、
愚
策
勢
力
は
漸
く
恒
常
的
に
黎
朝
政
権
に
参
画
す
る
事
が
可
能
に
な
り
、
聖
洋
弓
で
完
成
し
た

官
僚
制
度
の
中
で
文
班
の
一
翼
を
担
う
事
と
な
り
、
大
き
な
活
躍
の
場
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

①
前
稿
第
二
章
参
照
。

②
　
宜
民
は
大
宝
元
年
正
月
二
十
一
日
に
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
実
母
楊

氏
が
驕
慢
に
な
っ
た
と
い
う
事
で
翌
二
年
漁
民
は
廃
さ
れ
て
諒
山
王
に
封
ぜ
ら
れ

　
た
。

③
　
藤
原
三
流
⑧
論
文
、
四
七
一
一
四
七
三
頁
。

④
毛
置
け
き
。
目
ρ
愚
。
ミ
こ
℃
℃
9
謡
I
Q
。
¢

⑤
佐
世
前
掲
論
文
、
三
六
…
三
八
頁
。

⑥
　
宜
民
以
前
に
は
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
兵
部
・
刑
部
の
尚
書
に
勅
諭

　
し
た
記
菓
が
、
光
順
七
年
か
ら
の
宮
制
改
革
に
先
立
つ
『
全
書
』
巻
十
二
　
光
願

　
四
年
（
一
四
六
三
）
十
二
月
の
条
に
見
ら
れ
る
。
藤
原
前
掲
論
文
、
四
七
一
－
四
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七
二
頁
。

⑦
佐
世
氏
は
註
⑤
等
の
尚
書
に
、
院
田
堵
・
陳
封
、
翫
廷
美
・
阪
永
錫
、
刑
部
左

　
侍
郎
に
院
茂
な
ど
科
挙
官
僚
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
事
を
指
摘
し
て
い
る
。
佐
世
前

　
掲
論
文
、
三
七
－
三
八
頁
。
⑧
佐
世
前
掲
論
文
、
三
七
買
。

⑨
た
だ
一
例
の
み
、
科
挙
官
僚
呉
士
連
等
が
宜
民
の
寵
を
受
け
て
い
た
事
が
窺
え

　
る
記
載
が
、
『
全
書
』
巻
十
二
光
順
二
年
（
一
四
六
一
）
十
月
の
条
に
あ
る
。

⑩
前
稿
第
三
章
参
照
。

⑪
　
藤
…
原
一
二
註
⑤
瓢
醐
文
、
閃
［
二
山
パ
ー
四
四
一
百
ハ
。

⑫
　
『
光
順
四
年
癸
未
科
進
士
題
名
誤
記
』
（
テ
キ
ス
ト
は
、
O
き
≦
曾
⇒
昇
魯
．

　
職
、
こ
℃
や
も
。
G
。
I
Q
。
蒔
）
に
よ
る
。

⑬
藤
原
前
掲
論
文
、
四
二
六
－
照
二
八
頁
。

お
　
わ
　
り
　
に

ヴェトナム黎朝初期の南策勢力（八尾）

　
『
黎
朝
貢
法
』
に
、

　
　
　
　
ヤ
ザ

　
　
海
霧
人
、
土
は
饒
に
し
て
人
は
揮
た
り
。
時
平
ら
か
な
れ
ば
則
ち
順
化
し
、
昏
乱
る
れ
ば
則
ち
梗
化
す
。
丁
・
李
以
来
、
鎮
撫
の
任
、
択
ば
ざ
る
べ
か
ら
ざ

　
　
る
な
り
。

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
海
陽
の
東
半
の
南
策
地
方
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
独
立
期
（
或
い
は
そ
れ
以
前
）
よ
り
交
易
等
で
｝
勢
力
を
築
い
て
い
た
。

属
明
期
に
お
け
る
抗
明
戦
で
遅
れ
を
と
っ
た
同
勢
力
は
黎
朝
政
権
へ
の
参
画
を
模
索
し
、
科
挙
に
そ
れ
を
見
い
出
し
た
。
そ
し
て
聖
宗
期
の
科

挙
の
確
立
は
、
南
策
勢
力
の
士
人
の
政
権
参
画
を
可
能
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

．
し
か
し
、
い
わ
ば
そ
れ
と
引
き
か
え
に
、
前
稿
で
論
じ
た
如
く
、
清
化
集
団
の
軍
事
面
に
お
け
る
優
越
性
は
制
度
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
南
画
地
方
も
、
清
化
集
団
を
根
幹
と
す
る
粛
軍
都
督
府
制
度
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
事
に
な
り
、
都
督
の
多
く
に
は
清
化
集
団
員
が
充
て

ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
政
策
に
対
す
る
武
人
の
不
満
が
、
後
の
南
策
地
方
出
身
の
武
人
莫
登
庸
に
よ
る
政
権
奪
取
（
一
五
二
七
）
へ
と
結

び
つ
い
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
は
又
稿
を
新
た
に
し
て
論
じ
て
み
た
い
。

　
①
前
稿
、
一
三
八
一
｝
四
〇
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
孫
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
窯
後
期
課
程
　
大
阪
衛
旭
区
森
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Transition　and　Evolution　of　Kinai畿内Yayoi　Pottery

KuwABARA　Hisao

　　Yayoi　pottery　of　the　Kinai　distri¢t　is　thought　to　have　undergone　a

great　change　between　the　middle　phase　and　the　late　phase．　In　this

paper，　1　first　examine　the　change　in　pottery　surface　patterning　and　the

relation　of　pottery　types　to　these　pεしtterns，　dividing　the　various　types

largely　into　two　groups：　comb　patterned　and　non－comb　patterned．　I

then　examine，　chronologically，　how　these　two　pottery　types　developed．

1　conclude　that　the　change　between　the　middle　and　late　phases　can　be

understood　as　being　the　result　of　a　gradual　shift　from　comb　patterned

to　non－comb　patterned　types．　1　be！ieve　that　this　great　evolution　in

pottery　styles　refiects　the　changing　social　conditions，　customs　and

rel至gious　forms　which　occurred　towards　the　beginning　of　the楠吻％古

墳era．

Nam　Sach　Power　in　the　Early　Years　of

　　　　　　the　Le・　Dynasty　in　Vietnam

YAo　Takao

　　After　Vietnam　achieved　1ndependence　during　the　tenth　century，　there

was　a　factionai　power　in　the　Nam　S6ch南策（冊）Iocated　on　the　eastern

border　of　the　Hδng　Ha紅河delta，　The　Nam　Sach　depended，　econom－

ically，　on　the　transportation　between　the　port　of　V会n　Dδn乱訴and　the

capital，　and　on　the　agricultural　land　brought　uncler　cultivation　during

the　Tran陳period．

　　The　Nam　Sach　resisted　the　policies　of　the　Hδ胡dynasty　which　had

，usrped　the　Tran　throne　and　cooperated　with　ehe　invading　Ming　forces．

As　the　Ming　forces　came　to　exploit　salt　and　various　rare　goods，　the

Nam　Sach　repeatedly　resis£ed　the　Ming　presence　in　Vietnarn．　However，

because　the　Nam　Sach　had　not　supported　L芭Lg’i黎利加the　s亡ruggle

for　independence，　there　were　many　diMculties　in　it’s　attempt　to　participate

in　the　Le　political　power．　Militarily，　important　posts　were　held　by　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（160）



Thanh　H6a二化group，　whose　homeland　was　the　same　as　that　of　the

Le　emperors’．　As　a　result，　the　Nam　Sach　inevitably　trid　to　strengthen

their　civil　authority．　ln　this　respect，　the　competitive　examination　was

their　only　foothold，　but　as　the　examination　was　also　controlled　by　the

Thanh　H6a，　steady　progress　was　not　easily　achieved．　However，　the

increase　of　civilian　posts　by　L色Nghi　D2n黎二二and　the　establishment

of　the　competitive　examination　by　Le　Thanh　T6n黎二二did　enable　the

Nam　Sach　to　participate　in　the　civil　bureaucratic　system　and　to　play　an

active　role．

William　J．　Bryan’s　Nicaraguan　Policy

by

SUGIyAMA　Shigeru

　　William　Jennings　Bryan，　Secretary　of　State　in　the　Woedrow　Wilson

administration，　proposed　in　1913，　i）　to　give　a　United　States　govern－

mental　loan　to　Nicaragua，　2）　to　make　private　loan　contracts　made　between

American　bankers　and　Nicaragua　easier，　3）　to　purchase　the　isthmian

canal　construction　rights　in　Nicaragua，　and　4）　to　place　Nicaragua　under

a　United　States　protectorate．

　　The　historical　implications　of　his　Nicaraguan　policy　are　two　fold　：　first，

in　order　to　begin　economic　development　in　Nicaragua　and　make　her

strong　as　an　independent　country，　he　made　an　attempt　to　control　the

private　United　States　bankers　under　his　“national　policy”　by　directly

using　both　Federal　Finance　institutions　such　as　public　credits　and　govern－

mental　institutions　such　as　the　Department　of　State．　This　in　turn，　he

hoped，　woulcl　heip　to　justify　the　United　States　expansion　in　Latin

American　and　open　the　new　market　there　fer　American　companies．

Second，　his　plan　for　the　governmental　loan　was　infiuenced　by　his　distrust

of　both　the　financial　powers　on　the　East　coast　and　the　European　powers，

of　which　Great　Britain　was　the　most　powerful．　ln　other　words，　his

policy　originated　in　the　isolationism　common　to　Mid－Western　people，

who　wanted　to　strengthen　the　Federal　Government　domestically　in　order

to　surpass　the　East　coast　financial　powers　and　internationally　distrusted

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（159）




